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さ
×
つ

北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

ａ
ａ
堀
井
和
彦

　

初
夏
に
な
り
、
北
海
道
は
一

番
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
、

会
‥
只
の
杵
様
も
野
外
で
の
活
勁

が
増
え
た
こ
と
で
し
ｋ
う
。

　

こ
の
度
、
逆
腎
協
第
2
4
川
定

期
総
会
に
於
い
て
会
長
に
任
命

さ
れ
、
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽

く
し
て
道
腎
協
会
員
の
皆
様
と

活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

し
ま
す
。

　

さ
て
私
達
の
透
析
医
療
の
歴
史

は
、
闘
全
野
協
の
機
関
誌
。
ぜ
ん

じ
ん
き
ｋ
う
″
ｋ
１
８
５
号
５
‥
‥
‥
い

６
日
発
行
の
内
容
の
様
に
、
昭
和

4
2
年
に
健
康
保
険
の
適
川
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
透
析
機
器
の

不
足
、
健
保
本
人
や
生
活
保
護
の

万
以
外
は
医
療
費
の
莫
大
な
自
己

負
担
に
耐
え
ら
れ
る
患
者
さ
ん
だ

け
が
生
き
ら
れ
、
後
の
方
は
亡
く

な
っ
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
野
協
の
活
動
で
更
生

医
療
や
育
成
医
療
の
適
川
、
ま
た

医
療
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
国
は
厳
し
い
財
政

状
況
と
、
医
療
費
の
膨
張
を
避
け

る
為
に
透
析
医
療
も
例
外
で
は
な

く
、
数
年
前
よ
り
外
来
透
析
料
や

検
査
料
等
が
一
部
包
括
化
さ
れ
、

患
者
に
し
わ
寄
せ
が
く
る
事
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政

状
況
は
全
国
の
自
治
体
も
同
じ
く
、

仰
の
見
直
し
が
始
ま
り
、
所
得
制

限
導
入
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負

担
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
道

で
も
私
達
の
反
対
活
助
に
も
拘
わ

ら
ず
、
本
年
秋
に
一
部
自
治
体
を

除
き
所
得
制
限
を
実
施
す
る
や
定

で
す
。

　

道
腎
協
で
は
、
数
年
前
か
ら
要

介
護
透
析
患
者
の
通
院
送
迎
問
題

に
取
り
組
み
、
介
護
保
険
に
移
送

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
て
も
ら
う
よ
う

道
や
各
自
治
体
に
要
請
し
て
き
ま

し
た
が
、
認
め
て
も
ら
え
ま
せ
ん

全
国
の
自
治
体
の
重
度
心
身
障
害

　
　

で
し
た
。
最
近
全
国
的
に
、
厳
し

行
医
療
北
助
成
事
業
仔
で
透
析
患

　
　

い
条
件
付
き
で
す
が
、
介
護
保
険

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

　

行
は
殆
ど
自
ｄ
負
担
な
し
に
透
析

　

適
川
タ
ク
シ
ー
が
述
行
さ
れ
ま
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。
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．
1
1
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.
1
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１
Ｊ
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し
た
。
（
詳
細
は
本
号
に
描
載
）

　

現
在
の
患
者
会
の
抱
え
る
人

き
な
問
題
の
一
つ
が
会
へ
の
無

関
心
な
未
加
人
患
者
で
す
。
透

析
導
人
し
て
医
療
費
無
料
、
障

害
年
金
受
給
、
各
種
制
度
の
割

引
等
、
私
達
の
先
県
会
‥
只
が
長

年
命
を
削
っ
て
築
き
あ
げ
た
福

祉
制
度
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
達
が
入
ら

な
く
て
も
誰
か
が
や
っ
て
く
れ

る
と
言
う
事
で
は
な
く
、
今
度

は
自
分
達
が
こ
れ
か
ら
透
析
導

入
す
る
患
者
に
も
現
在
の
「
い

つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
」

透
析
が
で
き
る
医
療
・
陥
祉
制

度
を
引
き
継
い
で
行
け
る
よ
う

に
、
是
非
、
患
者
会
に
入
り
一

締
に
活
動
し
て
戴
き
た
い
も
の

で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
も

道
腎
協
に
御
協
力
・
御
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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り
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決算報告をする
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会計監査報告をする
哩田まゆみ・青柳正一の両氏

活勣方針を説明する

　

堀井和彦副会長

７
、
□

り

新役員を紹介する

近江谷守運営委員

スローガンを読み上げる

　

山口恪子新畠り会長

　

総会官言をする

佛木友幸新遭営委員
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４
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、
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ザ
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催
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瓦
輩
力
池
人
■
≫
＾
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第
2
4
回
道
腎
協
定
期
総
会
議
案
に

つ３

　

２

　

」

い
て

　

混
成
1
2
年
度
活
動
報
杵

////

会
計
報
告

会
計
監
査
報
杵

４

　

混
成
1
3
年
度
活
動
方
針
（
案
）

I
C

＊
　
　
　
会
計
’
ｒ
琢
（
案
）

６
　

　

混
成
1
3
、
１
　
１
年
度
役
口
改
Ｅ
（
案
）

　

７

　
　

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）

　

８

　

総
会
宣
‘
．
↓
‥
（
案
）

　
　

若
ト
の
質
疑
の
後
、
全
て
承
認
さ

　

れ
ま
し
た
．

鼎

　

そ
の
他

　

Ｏ
第
２
　
１
呵
遺
賢
協
定
明
総
会
札
幌
Ｌ
へ
会

　
　

･
*
.
'
成
1
3
年
６
月
1
0
‐
剛

　
　

場
所

　

札
幌
巾
ホ
テ
４
　
ユ
ニ
オ
ン

　
　
　

午
前

　

令
体
会
議

　
　
　

午
後

　

医
療
講
演
会

　
　
　
　
　
　

「
脳
死
侈
航
に
っ
い
て
」

　
　
　

講
師

　

市
立
札
幌
病
院
ａ
ｃ
ｓ
ｔ
ｓ
科

　
　
　

部
長

　

平

　

野

　

哲

　

夫
先
生

　
　

前
‐

　

９
‐
出
は
1
6
時
よ
り
ブ
ロ
ッ

　
　

ー

　
　
　

ク
会
議
．
そ
の
後
交
流
会
を
開

　
　

７

　
　
　

催
や
定
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

○
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
っ
い
て

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
専
川
ン
ヤ
ン
バ
ー

　
　

を
作
る
’
ｒ
定
．
見
哨
を
出
し
て
も

　
　

ら
い
事
務
‥
回
．
任
さ
れ
ま
し
た

　

○
道
で
作
成
し
た
臓
器
侈
植
の
ビ
デ

　
　

オ
（
3
0
分
）
と
臓
器
移
植
読
本
か

　
　

嘔
務
局
に
あ
り
ま
す
の
で
、
勉
強

　
　

会
な
ど
に
貸
出
し
ま
す

　

又
、
巾

　
　

町
村
の
保
健
所
に
も
置
い
て
あ
り

　
　

ま
す
の
で
貸
川
し
し
て
く
れ
ま
す

堀
井

　

副
会
長
の
閉
会
あ
い
き
っ

　
　
　

で
無
事
終
’
Ｌ
し
ま
し
た
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一
」
ｆ

　
　

｀
‐
ｒ

圖
皿
朧
朧
皿

透
析
医
療
が
保
険
給
付
対
象
に
な
っ

　
　

お
い
て
重

　

心
ｆ

　

”
．
療

　

助
成

　
　

２

た
の
は
、
昭
和
4
2
年
1
2
月
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
自
己
負
担
の
ま
っ
た
く
な
い

患
者
は
社
会
保
険
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

公
務
員
な
ど
の
保
険
制
度
）
の
本
人
や

生
活
保
護
の
受
給
者
の
み
で
、
当
時
の

医
療
保
険
制
度
で
は
社
会
保
険
の
家
族

－制
㈲
が
で
き
。
現
在
透
析
者
の
医
療
費

が
無
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
。
医
療
保
険
で
給
付
さ
れ

る
医
療
費
以
外
の
自
己
負
担
分
に
関
し

て
の
医
療
制
度
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

は
５
割
、
国
民
健
康
保
険
（
自
営
業
者

　
　

１

　

更
生
医
療

等
を
対
象
の
制
度
）
は
３
割
、
そ
の
家

　
　
　
　

身
体
障
害
者
が
、
障
害
を
軽
く
し
、

族
は
５
割
の
自
己
負
担
が
あ
り
、
高
額

　
　
　

日
常
生
活
を
し
や
す
く
す
る
事
を
日

な
医
療
費
（
当
時
の
金
額
で
2
0
～
3
0
万
）

　
　
　

的
と
し
た
医
療
の
事
を
更
生
医
療
と

の
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

い
う
。

　

全
腎
協
の
医
療
費
保
障
の
運
動
が
盛

　
　
　

■
適
用
内
容

り
Ｌ
が
る
中
、
昭
和
4
7
年
1
0
月
腎
臓
機

　
　
　

↓
・

　

更
生
医
療
指
定
医
療
機
関
で
あ

能
障
害
が
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
対
象

　
　
　
　

る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　
　
　
　

１

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
更
生
医
療
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
透
析
者
の

医
療
費
の
負
担
が
人
幅
に
軽
減
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
透
析
者
の
増
加
に
伴
い
、

昭
和
5
9
年
1
0
月
。
特
定
疾
病
に
か
か
る

特
例
（
艮
期
高

　

疾
病
）
が
で
き
、
健

康
保
険
を
利
用
し
て
い
る
透
析
者
は
す

べ
て
１
万
円
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
4
8
年
1
0
月
か
ら
北
海
道
に

９
･
　
＊
　
　　
　
Ｚ
-
｡
8
歳
以
Ｌ
で
身
体
障
害
者
手
帳
　
　
‘

　

を
所
持
す
る
人
、

Ｊ
・

　

腎
機
能
障
害
に
つ
い
て
は
、
人

　

工
透
析
療
法
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
、
腎
移

　

植
術
に
か
か
わ
る
医
療
に
限
ら
れ

　

る
。

ｊ

　

人
院
時
食
事
療
養
費
が
対
象
に

　
　

３

　

な
る
。

Ｓ

　

所
得
に
よ
り
自
己
負
担
が
あ
る
。

　

長
期
高
額
疾
病
（
特
定
疾
病
）

　

高
額
療
養
費
の
特
例
に
よ
り
「
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
」
を
取
得
す
る

と
、
透
析
者
の
医
療
費
は
、
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
が
１
ヶ
月
１
万
円

と
な
る
。
つ
ま
り
１
万
円
を
超
え
た

部
分
は
、
保
険
者
か
ら
直
接
医
療
機

関
に
支
払
わ
れ
る
。

■
適
用
内
容

ｔ

　

人
Ｅ
透
析
・
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
し
て

　

い
る
慢
性
腎
不
全
。

・
Ｊ

　

特
定
疾
病
の
１
万
円
は
病
院
別
・

　

外
来
別
・
人
院
別
と
な
る
の
で
、

　

場
合
に
よ
っ
て
は
１
ヶ
月
の
医
療

　

費
が
２
万
円
や
３
万
円
に
な
る
、

‘
ぷ

　

健
康
保
険
が
変
わ
る
と
受
領
証

　

も
新
た
に
変
わ
っ
た
健
康
ほ
険
の

　

窓
口
で
手
続
き
が
必
要
。
保
険
証

　

と
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。

４
　

　

腎
移
植
抒
は
適
川
さ
れ
な
い
。

　

重
度
心
身
障
吝
者
医
療
費
助
成
制
度

　

こ
の
制
度
は
重
度
心
身
障
害
者
の

健
康
の
保
持
及
び
福
祉
の
川
進
を
図

る
た
め
、
巾
町
村
が
主
体
的
に
実
施

す
る
医
療
給
付
事
業
で
す
、
・
一
の
給

付
事
業
に
対
し
。
北
海
道
医
療
給
付

事
業
補
助
と
し
て
、
道
か
ら
各
巾
町

村
に
対
し
て
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

各
市
町
村
に
対
し
、
そ
の
財
政
力

に
応
じ
て
。
補
助
率
が
平
成
Ｈ
年
度

迄
は
、
道
が
1
0
分
の
６
か
３
分
の
２

と
い
・
つ
事
で
し
た
。
し
か
し
。
平
成

1
2
年
度
か
ら
は
５
年
間
の
間
に
財
政

力
に
関
係
な
く
毎
年
補
助
率
を
ド
げ
、

最
終
的
に
は
２
分
の
１
に
逓
減
す
る

事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

一

　

そ
し
て
、
平
成
1
3
年
1
0
月
か
ら
殆

　
　

８

ど
の
市
町
村
で
所
得
制
限
が
＾
表
Ｐ

　
　

一

2
6
）
適
用
さ
れ
る
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
県
で
は
所
得
制
限
や
老

人
医
療
と
同
じ
く
'
　
■
ａ
ａ
－
ｎ
:
'
Ｊ
負
担
が

実
施
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す

■
適
用
内
容

１
　

　

障
害
等
級
１
、
２
級
と
３
級
の

　

内
郎
障
害
者
（
内
部
障
害
者
に
２

　

級
は
な
い
）
が
給
付
対
象
者
に
な

　

る
。

ｏ
ｉ
　
　
　
'
５
＾
生
医
療
の
自
己
負
担
分
を
助

　

成
す
る
。

３
　

　

艮
期
商
額
疾
病
の
１
万
円
分
を

　

助
成
す
る
。



④

　

道
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、

　

診
療
を
受
け
る
際
は
、
保
険
診
療

　

の
自
己
負
担
額
を
限
度
と
し
て
次

　

の
初
診
一
部
負
担
金
を
支
払
う
だ

　

け
で
済
み
ま
す
。

　

・
医
科
受
診
の
場
合

　

５
８
０
円

　

・
歯
科
受
診
の
場
合

　

５
１
０
円

　

※
道
内
の
市
町
村
に
よ
っ
て
は
初

険
等
が
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

ド
ナ
ー
の
自
己
都
合
で
生
体
腎
侈

植
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、

そ
れ
迄
に
か
か
っ
た
検
査
等
の
費

用
が
実
費
に
な
る
事
が
あ
る
の
で
、

各
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
る
と

よ
い
で
す
。

診
一
部
自
己
負
担
も
免
除
さ
れ

　
　

5

　

6
5
歳
未
満
の
透
析
者
の
医
療
費

　
　

て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

⑤

　

遣
外
で
は
使
川
で
き
ま
せ
ん
の

　

で
、
　
　
度
自
己
負
担
額
を
支
払
い
、

　

後
日
そ
れ
ぞ
れ
の
輔
発
行
の
市
町

　

村
で
償
還
払
い
を
し
て
も
ら
い
ま

　

す
。

⑥

　

海
外
で
の
透
析
医
療
費
の
自
己

　

負
担
も
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
り

　

ま
す
。

４

　

腎
移
植
者
の
医
療
費

　
　

腎
侈
随
者
の
医
療
費
は
、
医
療
保

　

険
・
史
生
医
療
（
育
成
医
療
）
・
稗
制

　

度
を
利
用
す
る
事
に
よ
り
軽
減
で
き

　

る
。

　

※
生
体
¶
移
随
の
場
合
、
ド
ナ
ー
（
提

　
　

供
者
）
の
腎
臓
提
供
に
か
か
る
費

　
　

川
（
適
合
検
査
、
移
植
術
）
に
つ

　
　

い
て
は
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
（
腎
臓

　
　

の
提
供
を
受
け
る
人
）
の
医
療
保

■
外
来
透
析
で
１
か
月
の
医
療
費
を

5
0
万
円
と
し
た
場
合

円
罵
で
助
成

〈例１〉更生医療を申臍適用した時

　　　　　　　　　　

１か川の医療

更生医療費川瞰収

(自己負担郎分)

一
郎負担金

更生医療給付

一

　

医療保S

医療保険(特定疾病にかかる特例)
･190. (K×1療鍵の綸付

lO.WK)

〈例２〉重度心身障害者医療費助成事業単独の時

か月の医僚費一

　

円
１

10.(KM)

医療費助成制度適用医腺保険(特定疾病にかかる特例)

喩費の綸付

　　　　　　　

■IW.tKX)

　

※
更
生
医
療
適
用
医
療
機
関
で
療
養

　
　

し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
で
き
る
だ

　
　

け
更
生
医
療
を
使
用
し
た
方
が
、

　
　

入
院
し
た
場
合
の
食
事
療
養
費
負

　
　

担
の
免
除
や
韓
が
適
川
外
に
な
っ

　
　

た
時
に
有
利
で
す
。

６

　

透
析
以
外
の
医
療
費

　
　

琳
制
度
で
自
己
負
担
の
２
～
３
割

　

私
達
患
者
会
は
平
成
(
M
年
４
月
か
ら

始
ま
っ
た
介
護
保
険
に
、
通
院
が
困
難

な
患
者
さ
ん
の
為
に
通
院
送
迎
サ
ー
ビ

ス
を
取
り
入
れ
て
下
さ
い
と
、
介
護
保

険
実
施
前
か
ら
各
自
治
体
に
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
取
り
入
れ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
５
月
二
陥
岡
県
の
タ

ク
シ
ー
会
社
が
ヘ
ル
パ
ー
を
そ
ろ
え
て
、

県
か
ら
「
訪
問
介
護
事
業
者
」
の
指
定

を
受
け
、
車
の
乗
降
等
の
手
助
け
を
身

体
介
護
と
し
て
、
3
0
分
未
満
２
、
１
０

０
円
の
介
護
報
酬
を
受
け
、
利
用
者
か

ら
は
１
割
の
２
１
０
円
だ
け
を
も
ら
う

サ
ー
ビ
ス
を
岫
め
ま
し
た
。

　

一
般
の
介
護
タ
ク
シ
ー
と
の
運
賃
格

差
な
ど
が
問
題
化
し
、
国
土
交
通
省
が

　

「
無
料
で
客
を
迦
ぶ
の
は
道
路
運
送
法

　

が
免
除
さ
れ
る
が
、
今
後
の
所
得
制

　

限
導
人
で
算
の
適
川
外
に
な
る
と
長

　

期
透
析
に
よ
る
合
併
症
や
他
の
病
気

　

に
な
っ
た
時
に
大
変
な
自
己
負
担
が

　

あ
り
ま
す
。

　

〈
参
考
資
料

　

全
腎
協
発
行
・
福
祉
制

度
の
し
お
り
〉

違
反
」
と
改
善
を
指
導
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
今
年
１
月
に
「
介
護
報
酬
で
運

賃
分
を
ま
か
な
え
れ
ば
よ
い
」
と
容
認

　
　

一

に
転
じ
た
た
め
、
全
国
で
2
0
仕
が
参
入

　

９

し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
も
こ
・
つ
・
し

　
　
　

一

た
実
情
に
配
慮
し
。
特
例
と
し
て
市
町

村
が
介
護
タ
ク
シ
ー
を
必
要
と
認
め
れ

ば
、
保
険
対
象
に
で
き
る
と
い
う
解
釈

の
余
地
を
残
し
ま
し
た
。

　

本
道
の
場
合
は
、
道
か
ら
「
訪
問
介

護
指
定
事
業
者
」
の
指
定
を
受
け
、
そ

し
て
通
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
特
化

せ
ず
、
身
体
介
護
・
家
事
援
助
等
の
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
条
件
が
付
い
て
い
ま
す
が
、
現
在

数
杜
が
実
施
、
ま
た
は
準
備
中
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
私
達
透
析
者
の
生

活
の
質
の
向
上
や
行
動
範
囲
が
広
が
る



事
で
し
ょ
う
。

い
も
の
で
す
。

大
い
に
普
及
し
て
ほ
し

■
介
護
保
険
適
用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
例

　
　

介
護
認
定
を
し
て
も
ら
い
ケ
ア
マ

　

ネ
ー
ジ
ヤ
ー
に
通
院
に
介
護
保
険
適

　

用
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
込
ん

　

だ
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
も
ら
い
ま

　

す
。

　

○
利
用
す
る
場
合
の
具
体
例

　
　
　

介
護
保
険
給
付
額
と
は
別
に
、

　
　

メ
ー
タ
ー
料
金
を
基
準
と
し
、
移

　
　

動
中
は
メ
ー
タ
ー
を
倒
し
、
２
、

　

１
０
０
円
を
超
え
た
場
合
は
そ
の
超

自宅から病院まで（移動介助が必要な方）

●･i肛内→病院

　　　

収から病院まで

　　　

の歩行介助．着

　　　

替えのお手伝い、

　　　

ベッドへの移動．

車14●………………

　　

癩院迄の移動

自宅

自宅の中で着替

えのお手伝い.

･肛までの歩行介

助など．

え
た
分
の

差
額
を
利

用
者
の
自

己
負
担
と

な
昨
ｉ
す
。

　

た
だ
し
、

２
、
Ｉ
Ｏ

Ｏ
円
を
超

え
な
い
場

合
は
、
自

己
負
担
（
２

１
０
円
）

の
み
と
な

り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
を
倒
す
区
間
１
：
：
：
：
▼

　

例
え
ば
メ
ー
タ
ー
３
、
０
０
０
円
で

あ
れ
ば
、
利
用
者
か
ら
収
受
す
る
料
金

３
、
０
０
０
円
－
２
、
１
０
０
円
＝
９

０
０
円

　

利
用
者
負
担
は
２
１
０
円
＋
9
0
0

円
＝
１
、
１
１
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

（
メ
ー
タ
ー
が
２
、
１
０
０
円
以
下
で

[要介護に応じた支給限度基準額]

あ
れ
ば
２
１
０
円
の
み
）

※
3
0
分
未
満
２
、
１
０
０
円
、
保
険
利

　

川
自
己
負
担
（
２
１
０
円
）
は
地
城

　

に
よ
っ
て
若
干
違
い
が
あ
る
そ
う
で

　

す
。

○
道
内
で
現
在
実
施
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

　

会
社

　

旭

　

川

　

旭
タ
ク
シ
ー

驀介護度 身体の状態（例）
蓼町利用額

(月額)

訪問適所の

サービス

llか月当たり）

短期入所の

サービス

(6か月iたり}

響　支　援

(社会的支援)

日常生活を送る能力は基本的にあるが．

浴槽の出入りなどに一郎介助が必要．
62.200円 6.150単位 ７日

饗奇蹟ｌ

(郎分的介揖)

立ち上がる嘩などに不安定さが11られる

ことが多く，絆せつや入浴などに介助が

必要．

168.200円 16.D8f単位 14日

饗介護２

(軽　　度)

一人で立ち上がることができない場合か

多い．排せりや入浴で全介助か必甕．
197.600円 19.48nitl'位 14日

葵介護３

(中等度)

立ち上りや歩行が一入でできない．排せ

つ、入浴．衣服の着脱などで全介助が必

嬰，

271.400円 26.750単位 21日

嬰介搾４

(重　　度)

排せつや入浴．衣服の着脱など全介助．

食事をとる嘩に一郎介助が必響．
310.500円 30.60(1単位 21日

奏介護５

(農重度)
生活全般にわたって全面的な介助が必要． 363.600円 35.83(J単位 42日

※平均利川談は地城差を勘案した偵です．

　

江

　

別

　

山
崎
タ
ク
シ
ー

　

札

　

幌

　

カ
タ
ク
シ
ー
・
光
星
タ
ク
シ
ー

　
　

こ
の
他
に
も
準
備
中
の
タ
ク
シ
ー

　

会
杜
が
あ
り
ま
す
。
愉
報
が
入
り
次

　

第
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

今
後
の
見
通
し

　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
、
利
用
す
る

患
者
側
と
し
て
は
全
道
に
広
ま
っ
て
く

れ
る
事
が
一
番
良
い
の
で
す
が
、
全
岡

的
に
も
同
じ
様
な
タ
ク
シ
ー
会
社
が
増

え
て
お
り
、
介
護
保
険
の
指
定
事
業
所

で
あ
り
な
が
ら
、
送
迎
の
事
業
し
か
行
っ

て
い
な
い
事
業
所
が
7
0
％
も
あ
り
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
他
の
分
野
も
や
り
な

さ
い
と
厚
生
労
働
省
の
方
か
ら
の
指
導

も
厳
し
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
ま
で
や
れ
る
新
規
の
タ
ク
シ
ー
会

社
さ
ん
が
そ
ん
な
に
多
く
な
い
の
で
は

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
道
町
協
と
し
て
も
、
要
介
護

透
析
患
者
さ
ん
の
通
院
の
確
保
の
た
め

に
も
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
検
討
し
、

今
後
も
愉
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
堀

　

井
）
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３
月
９
９
　
　
日
巾
、
午
前
1
1
時
Ｌ

り
吸
議
院
第
２
議
は
会
館
第
１

会
議
室
に
於
い
て
、
混
成
1
2
印

度
卵
胞
腎
協
第
3
0
次
川
会
請
願

あいさつをする油井清治全腎協会長

道
腎

　

’
ｒ

　

０

協
幹

藤

事文

夫
（
札
一
幌

Ｗ

　

行
動
が
開
催
さ
れ
、
道
腎
協
を

代
表
し
て
３
々
‥
‥
（
佐
藤
利
國

　

室

蘭
・
河
内
秀
樹

　

片
小
牧
・
伊
葎

久
だ

　

札
幌
）
と
、
特
別
自
費
参

加
行
２
々
‥
‥
（
北

　

征
．
ｊ

　

小
樽
・

人
行

　

聡

　

凪
川
）
の
５
々
ｕ
が
出

席
致
し
ま
し
た

　

国
会
請
願
も
べ
。
印
で
3
0
回
目
を

迎
え
る
今
に
な
り
、
へ
Ｌ
川
部
道
府

県
か
ら
の
患
片
会
代
表
片
て
、
会

議
室
も
超
満
□
の
盛
況
振
り
で
し

た

　

令
体
町
会
の
開
会
に
際
し
油

拝
貨
腎
協
会
妊
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

が
あ
り
。
べ
″
印
度
の
田
会
請
願
署

名
数
が
1
0
1
万
３
ｆ
Ｌ
ぺ
を
越
え

た
今
に
吋
す
る
御
礼
と
、
昨
印
発

乍
し
た
打
珠
山
噛
火
災
古
レ
「
宅

島

（ﾉ）

火

噴
火
災
Ｉ

等
に
ペ
ド
国
力

腎
心
片
〈
．
ジ
イ
≒
多
額

Ｊ
ぐ
″
ｙ
・
・
・
．
・

　

ｊ
１

げ
ご
？
’
・

援
砲
と
供
袷
物
資
冷
か
寄
サ

義れ

た
謝
礼
レ
一
、
八
’
乍
度
の
請
願
集
会

の
趣
旨
説
明
か
あ
り
ま
し
た

　

当
‐
は
通
常
国
会
が
開
催
中
で

し
た
か
。
Ｔ
汲
か
ら
は
北
海
道
選

出
力
吸
参
．
向
議
‥
ロ
会
館
を
巡
回
し
、

請
噸
署
々
‥
‥
簿
を
持
参
し
て
、
請
願

の
趣
旨
脱
明
を
し
陳
情
し
て
廻
り

ま
し
た

　

こ
の
度
は
、
佐
々
木
秀

叫
氏
（
民
Ｌ
党
）
Ａ
　
I
佐
藤
静
雄
氏

　

（
自
民
党
）
の
両
議
‥
口
に
は
直
接

お
会
い
し
説
明
致
し
ま
し
た
．
そ

の
他
．
．
．
．
片
辨
雛
議
は
（
Ｋ
Ｌ
党
）
、

占
川
西
盛
議
は
（
自
民
党
）
、
漱
…
…
…

誠
．
議
‥
］
（
民
Ｌ
党
）

ｔ

Ｉ
一
ｉ
‐

ん
Ｈ
‥
ｑ

の
た
め
ｖ
３
-
*
~
-
に
請
願
署
Ｚ
簿
を

渡
し
趣
旨
説
明
を
し
ま
し
た

　

国
会
の
閉
会
時
間
を
時
こ
べ

佐
葎
議
□
に
は
名
忙
な
時
間
な
さ

い
て
、
田
会
議
嘔
堂
を
案
内
し
て

戴
き
ま
し
た

　

亀
坪
議
^
｡
'
~
＾
　
･
綿
□

衆
議
院
議
長
、
小
嘔
議
ほ
（
現
総

理
）
。
武
部
議
□
（
現
小
恥
内
閣
の

農
林
水
産
ト
ヘ
臣
）
に
お
会
い
Ｉ

る
嘔
が
出
火
ま
し
た

　

最
後
に
今
回
の
国
会
請
願
活

動
に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
、

－「

　
　
　
　

。
Ｉ
Ｌ
Ｉ
、
ご

」
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
ｓ

Ｊ
ｔ

‘

鯉
噂
丿

,･!!り|‖,１凧'jを711119－･●

を肪ねた

河内の各氏

　

佐藤静雄議員（前列左端）

後方左から北、伊藤、大石、

思
い
も
か
け
ぬ
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
令
田
の
患
＆
会
組

織
強
化
の
必
要
性
と
、
そ
の
強

い
絆
を
感
じ
帰
札
致
し
ま
し
た

今
川
の
心
屯
な
経
験
を
乍
か
し
、

腎
友
会
活
動
に
微
力
乍
ら
努
わ

さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
十
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「
書
諧
晶
犀
・
準
人
霊
鳥
昌
裁
墓
一
唇
悠
一
」

道
腎
協
幹
事

　
　

｀
ｌ

　
　
　
　

ｌ

　
　

栗

　

‐
‥
。

　

2
1
匪
紀
初
め
の
人
会
で
あ
り
、

㈲
え
て
結
成
3
0
周
年
・
吐
団
ぶ
八

５
固
年
と
'
　
'
ｖ
Ｓ
　
･
　
'
■
'
重
に
意
義
の

あ
る
た
、
会
に
、
あ
る
哺
の
明
待
し
・

羨
望
を
も
い
て
出
席
し
た
。

　

こ
白

者
で
あ
る
福
岡
県
の
代
夫
の
り
り

に
、
そ
し
て
エ
ホ
訴
ぶ
の
神
余
川

県
代
視
力
打
々
に
会
ご
』
、
色
々
し
・

話
し
が
聴
け
る
と
’
．
．
一
‥
う
思
い
も
あ
い

た

　

ま
干
最
初
は
、
睨
賀
会
次
第

に
"
ｖ
ｒ
　
"
た
各
界
冷
氏
の
挨
拶
等
に

は
特
に
注
目
に
値
す
る
内
容
の
も

の
は
無
か
っ
た

　

次
に
は
‐
本
透

析
医
会
々
長
ず
沢
山
ｆ
氏
の
講
演

に
っ
い
て
は
誠
に
残
念
の
じ
‥
に

が
割
れ
し
か
も
小
さ
い
の
で
何
々
話

し
て
い
る
の
か
が
明
で
あ
い
．
だ

　

串

尚

　

倫
（
釧
路
）

　

前
準
備
の
際
に
は
良
好
状
態
で
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
か
も
知
れ
な
い
が
誠
に
残
念

尽
き
た

　

講
演
内
容
は
ス
ラ
V
ド
今

川
い
た
も
の
で
専
門
的
て
あ
八
だ
が
、

マ
／
ト
ヶ
凋
整
等
の
ｆ
や
備
な
の
か
、
声

一一

て

鳥

「

t3￥1￥

‘●

全国大会風景

　

睨
賀
会
終
。
ｊ
後
、
福
閻
県
代
夫
力

ミ
氏
と
会
ご
、
自
な
収
叢
∴
油
院
介

誕
・
介
駿
ジ
タ
シ
ー
等
の
話
が
聴
け

た
こ
と
は
介
意
義
で
あ
い
だ
（
内
方

省
略
）

　

翌
‐
、
同
ホ
テ
ル
で
の
ト
ヘ
会

　

尺

会
ブ
ロ
ゲ
ム
フ
ム
に
沿
い
だ
進
行

　

初

め
の
ヤ
休
会
は
挨
拶
、
感
謝
状
授
リ
。

砿
調
報
告
レ
ー
続
キ
)
'
四
っ
の
記
念
講

演
、
ｙ
一
念
ト
ー
タ
「
透
析
3
0
年
４
　
と

も
に
眼
ん
で
」
は
娘
（
娘
さ
ん
が
家

庭
透
析
患
抒
）
を
介
め
た
吋
談

　

最

後
に
人
会
決
議
を
拍
ｆ
で
喰
認
し
、

硲
を
閉
し
た
Ｉ

　

総
じ
て
内
容
は
吸
富
な
の
で
あ
ろ

う
が
、
私
か
最
初
に
ダ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
七
賢
協
Ｌ
べ
会
と
い
う
感
か
ら
は

に
出
？
そ

　

―

　

－

　

―

椴
贋
會

　

６
島
Ｉ
１
・
１

會
－
食
１
５
Ｓ
一
―
‐

゛4j1;Qj，Q･

●'．

北海道から参加された皆さん

遠
く
離
れ
た
も
の
レ
ー
な
い
で
い
た

　

師
弟
の
悒
腎
協
人
会
と
は
斯
で

な
る
も
力
々
力
か
。
他
の
か
ｔ
に

ｊ
Ｊ

に
い
男
二

　

ｓ
ｋ
χ

　

Ｉ
ｊ
ｊ
ｉ

　

Ｊ
Ｉ
。
’

／
し
４
ぴ
び

　

幻
じ
ｙ

ｔ
‥
‥
だ
明
待
、
羨
望
は

な
く

化
乍
良
山
ま
ま
川
途
に
い
い
た

消
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全
腎
協
3
0
周
年
を
迎
え
て

制
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

　
　
　
　

佐

　

藤

　

利

　

國

　

本
年
６
月
に
全
腎
協
は
結
成
3
0
周

年
と
あ
わ
せ
て
９
月
に
は
社
団
法
人

設
立
か
ら
満
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

全
腎
協
結
成
と
多
く
の
先
輩
方
の

運
動
と
日
々
の
努
力
に
よ
り
、
腎
不

全
対
策
の
社
会
的
、
医
学
的
発
展
は

著
し
く
、
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

3
0
周
年
の
運
動
の
道
程
は
、
時
代

の
変
化
と
浮
き
沈
み
の
激
し
い
経
済

状
況
の
中
で
決
し
て
生
易
し
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
明
日
の

命
も
わ
か
ら
な
い
体
調
を
お
し
て
運

動
を
続
け
、
多
く
の
先
輩
方
が
志
半

ば
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
成
果
は
今
日
の
透
析
医
療
の
基

礎
を
築
き
、
現
在
の
環
境
が
あ
る
の

で
す
。

　

当
初
は
高
額
な
医
療
費
の
自
己
負

担
と
人
工
腎
臓
が
足
り
ず

　

「
金
の

切
れ
日
が
命
の
切
れ
目
」
‐
と
・
ぼ
わ

れ
、
透
祈
を
受
け
る
に
も
順
番
待
ち

で
「
若
い
人
が
優
先
」
と
い
っ
た
状

況
は
、
今
の
私
た
ち
に
は
と
う
て
い

想
像
も
っ
か
な
い
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
立
ち
上
が
っ
た
腎
臓

病
患
者
と
家
族
た
ち
、
そ
し
て
透
析

医
療
関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
国
会
議

員
、
先
輩
の
患
者
団
体
（
日
患
連
）

等
の
大
き
な
支
援
と
協
力
に
よ
り
国

会
請
願
行
動
を
重
ね
、
更
生
医
療
の

適
用
、
人
工
腎
臓
増
設
５
ヵ
年
計
画
、

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正
な
ど
そ

の
後
も
腎
不
全
対
策
の
発
展
に
数
々

の
成
果
を
あ
げ
透
析
医
療
の
普
及
と

発
展
が
う
な
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
輩
が
築
い
て
く
れ

た
現
在
の
透
析
医
療
な
ど
福
祉
制
度

を
守
り
、
さ
ら
に
、
充
実
・
罷
展
さ

せ
、
次
世
代
へ
っ
な
げ
る
運
勁
を
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

今
を
生
き
る
透
析
患
者
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
全
腎
協
の
活
動
は
社
団
法
人
化

に
よ
り
公
益
事
業
へ
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
２
回
の
各
県

持
ち
ま
わ
り
に
よ
る
啓
発
運
動
「
腎

不
全
対
策
を
語
る
つ
ど
い
」
、
週
４
回

の
専
門
家
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
、

全
国
2
8
事
業
所
で
の
患
者
と
市
民
が

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
通
院
介

護
支
援
事
業
な
ど
活
動
の
領
城
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

1
9
7
1
午
に
１
、
０
０
０
人
足

ら
ず
で
出
発
し
た
全
腎
協
は
3
0
年
を

経
て
1
0
万
人
の
組
織
と
な
り
単
一
疾

病
の
団
体
と
し
て
は
全
国
。
と
な
り

ま
し
た
。
4
6
都
道
府
県
組
織
、
２
、

１
５
０
病
院
単
位
、
患
者
会
３
０
０

弱
の
地
域
単
位
腎
友
会
が
全
国
に
組

織
さ
れ
、
国
の
地
方
分
権
政
策
の
強

ま
る
中
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
城
活
動

も
活
発
化
し
て
お
り
、
全
腎
協
の
青

年
交
流
事
業
と
呼
応
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

内
に
青
年
部
を
般
置
し
活
発
に
交
流

会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

丑
」
数
年
、
糖
尿
病
性
腎
症
患
者

の
導
人
が
増
加
し
、
長
期
透
析
患
者

も
含
め
全
体
的
に
患
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
多
種
合

併
症
を
持
つ
要
介
護
透
析
患
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
会
活
動
に
参
加
し
な
い
、
今

が
良
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
患

者
が
多
く
ｄ
Ｊ
ら
れ
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
会
員
の
減
少
も
見
ら
れ

る
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
も
あ
り
、
事
務
局

役
員
の
不
足
に
よ
る
活
動
の
低
下
と

組
織
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
、
中
央
に
お
け
る
全
腎
協
の
Ｊ

Ｐ
Ｃ
、
全
雛
連
と
の
協
同
に
呼
応
し

て
各
地
城
で
の
難
病
連
の
結
成
の
勁

き
が
活
発
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
全
腎
協
の
運
動
は
他

患
者
団
体
の
中
心
と
な
り
益
々
の
発

展
へ
と
っ
な
げ
る
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ

活
助
継
続
の
努
力
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
2
1
世
紀
の
全
腎
協
運
動
に
そ
し

て
発
展
す
る
た
め
に
、
会
員
・
家
族

の
確
固
た
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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退
任
の
あ
い
さ
つ

前
会
長
鈴

　

木

　

啓

　

三

　
　
　
　
　

道
腎
協
は
昭
和
5
2
年
1
0
月
、
全

一

　

腎
協
の
指
導
も
あ
り
、
全
道
７
地

　
　
　
　

域
の
透
析
患
者
の
熱
意
に
よ
り
設

１

　
　

立
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
、
岩
崎
前
会
長
の

突
然
の
辞
任
に
よ
り
会
長
を
引

き
受
け
、
各
役
員
や
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
１
年

間
何
と
か
代
役
を
務
め
て
き
ま

し
た
が
、
透
析
生
活
も
3
0
年
を

越
え
、
体
力
も
衰
え
て
き
た
の

で
会
長
を
辞
任
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
設
立
時
か

ら
関
わ
っ
て
き
た
道
腎
協
の
活

動
か
ら
身
を
引
く
こ
と
を
決
意

し
、
一
言
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
は
医
療
情
報
な
ど
が
伝
わ

り
に
く
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
透

析
医
療
に
は
ま
だ
地
域
間
格
差
や

施
設
間
格
差
が
あ
り
、
患
者
は
も

ち
ろ
ん
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
医
療
や

食
事
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
求
め

て
い
て
、
患
者
が
集
ま
っ
て
話
し

合
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
時
代
で

し
た
。

　

医
療
費
は
、
昭
和
4
8
年
1
0
月
よ

り
図
制
度
に
よ
り
無
料
で
し
た
が
、

医
療
技
術
の
面
で
、
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
は
効
率
が
悪
い
コ
イ
ル
型
か

ら
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
フ
ォ

ロ
ー
フ
ァ
イ
バ
ー
型
に
移
行
し
つ

つ
あ
る
と
き
で
し
た
し
、
透
析
液

も
ア
セ
テ
ー
ト
で
、
特
に
透
析
導

入
期
の
患
者
は
不
均
衡
症
候
群
で
、

吐
き
気
が
し
た
り
血
圧
低
下
な
ど

で
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
週

間
２
回
・
１
回
６
時
間
の
透
析
で
食

事
や
水
分
管
理
は
た
い
へ
ん
厳
し

く
、
７
～
８
割
の
患
者
は
ヘ
マ
ト
ク

リ
ッ
ト
値
が
2
0
％
前
後
の
貧
血
で
、

輸
血
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患

者
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
は
効
率
の
良
い

フ
ォ
ロ
ー
フ
ァ
イ
バ
ー
型
の
ダ
イ

ア
ラ
イ
ザ
ー
や
バ
イ
カ
ー
ボ
の
透

析
液
で
、
週
３
回
・
１
回
４
時
間

透
析
に
な
り
、
た
い
へ
ん
楽
な
透

析
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
３
年
に
医
療
保
険
適
用
に
な
っ

た
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
に
よ
り
、

極
度
の
貧
血
の
透
析
患
者
は
ほ
と

ん
ど
い
な
く
な
り
、
皆
元
気
な
日

常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
間
格
差
や
施
設
間
格

差
も
ほ
と
ん
ど
無
く
、
「
だ
れ
で

も
、
い
っ
で
も
、
ど
こ
で
も
」

医
療
費
の
自
己
負
担
も
ほ
と
ん

ど
無
く
透
析
が
受
け
ら
れ
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
や
障
害

年
金
受
給
を
は
じ
め
、
鉄
道
・

航
空
運
賃
や
有
料
道
路
料
金
の

割
引
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
医
療
・

福
祉
制
度
の
恩
恵
を
受
け
て
い

て
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
全
腎
協
・
道
腎
協
な

ど
の
患
者
会
の
活
動
の
成
果
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
こ
の
2
0
数
年
、
岩
崎
前

会
長
を
は
じ
め
全
道
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
役
員
の
皆
様
と
共
に

活
動
を
続
け
て
こ
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
、
あ
ら
た
め
て
病
院
の

先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

永
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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燈
八
＋

１　１　１

聊

蜃

I･

　　　　　

・

勝

Ｗ

１

ｊ

ｌ

ｊ

１

　

１

新

　
　
　

年

　
　
　

会

　

１
月
2
1
‐
Ｈ
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
に
於
い
て
ト
勝
地

方
腎
友
会
の
新
年
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
１
月
と
い
う
事
も
あ
り

(十勝)新年会

座
六
合
公

Ｉ
Ｉ
Ｉ
゛
’
Ｉ
Ｉ
’
―
。
・
１
。
－
１
ｊ
ｌ
Ｊ
－
４
１
Ｊ
―
Ｊ
？
Ｊ
Ｉ
Ｊ

と
て
も
寒
さ
も
厳
し
く
、
体
調
が

悪
く
て
参
加
で
き
な
か
．
つ
た
会
ほ

さ
ん
も
何
名
か
い
て
残
念
で
し
た
．

　

宴
会
の
中
で
は
、
軍
ｆ
を
は
い

て
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
包
み
を
取
る
ゲ
ー

ム
や
、
割
り
署
で
豆
菓
を
つ
か
み

侈
動
さ
せ
る
ゲ
ー
ム
等
を
し
て
参

加
賞
を
も
ら
っ
て
再
ぶ
会
員
さ
ん

の
顔
が
印
象
的
で
し
た
、
又
後
半

に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
等
も
飛
び
出
し

て
、
ア
ラ
ッ
ノ
あ
の
人
が
？
と
、

の
ど
の
自
慢
を
タ
ー
ツ
プ
リ
と
聞
か

せ
る
場
㈲
も
あ
っ
て
人
変
盛
り
Ｌ

が
り
、
と
て
も
楽
し
い
．
‐
で
し

た
。
ｖ
へ
ご
ち
そ
う
も
と
て
も
お
い

し
そ
う
に
‐
に
迦
ん
で
い
ま
し
た

　

元
気
に
勤
け
る
間
は
．
人
で
も

多
く
の
方
々
に
色
々
な
行
事
に
参

加
し
て
頂
い
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
．

　

2
0
0
1
1
年
の
徘
開
け
と
共
に
、

ト
勝
地
方
腎
友
会
．
会
活
動
の
活

発
化
を
誓
い
乾
杯
／
・

第
1
7
回
定
期
総
会
終
わ
る
ク
‥

(十勝)第17回定期総会

　

去
る
４
月
2
2
‐
、
ト
勝
ブ
ラ
ザ

４
０
１
-
■
"
≫
室
に
於
い
て
ト
勝
地
方

腎
友
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
、
当
‐
は
風
も
あ
り
少
々
肌

寒
い
‐
で
し
た
が
、
会
員
、
家
族
、

来
竹
の
方
々
合
わ
せ
て
5
0
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
会
長
の
挨
拶
の
中
で
、

陣
の
道
か
ら
の
医
療
費
補
助
率
の

引
き
ド
げ
や
所
得
制
限
の
噂
人
に

よ
り
患
行
負
担
が
増
え
る
と
い
う

厳
し
い
現
状
が
あ
る
と
い
う
嘔
で
、

今
後
．
層
皆
で
頑
張
-
-
.
て
活
勁
し

て
行
き
ま
し
よ
う
と
誓
い
総
会
に

入
り
ま
し
た
．

　

総
会
の
中
で
は
、
‐
頃
の
幹
嘔

さ
ん
の
苦
労
話
し
等
も
出
て
各
施

設
同
じ
悩
み
が
あ
る
様
で
し
た

　

総
会
終
ｒ
の
後
、
昼
食
を
含
め

た
親
睦
会
も
あ
り
、
’
一
の
中
で
妊

期
透
析
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
1
5

年
透
析
者
５
名
、
2
0
年
透
析
者
１

名
が
表
彰
さ
れ
、
会
長
よ
り
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
、
ま
た
、

キ
ュ
ー
ピ
ー
さ
ん
に
よ
る
透
析
食

に
っ
い
て
の
説
明
会
も
あ
り
、
‐

頃
食
事
に
っ
い
て
色
々
苦
労
し
て

い
る
事
も
あ
り
、
み
ん
な
熱
心
に

説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
．

　

ト
勝
地
方
腎
友
会
．
今
年
度
も

課
題
は
山
積
み
に
あ
り
ま
す
、
．

人
一
人
の
協
力
が
と
て
も
重
要
な

乍
と
な
っ
て
載
ま
す
、
会
員
の
拡

Ｌ
へ
と
共
に
ト
勝
地
方
腎
友
会
、
益
々

組
織
力
を
強
化
し
頑
張
り
ま
し
Ｌ

う
と
い
う
事
で
散
会
に
な
り
ま
し

た
．

　
　
　
　

（
報
告

　

小
笠
原
和
枝
）

－

こ）



八
旭

W

介
護
タ
ク
シ
ー
旭
川
市
内

　
　
　
　
　
　
　

運
行
な
る
が
‥

　

…
旭
川
地
方
腎
友
会
の
取
り
組
み
・
：

　

１
月
５
日
「
介
護
タ
ク
シ
ー
」

に
つ
い
て
運
輸
省
（
現
国
土
交
通

省
）
の
判
断
が
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
紙
上
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

以
来
。
旭
川
で
は
「
旭
タ
ク
シ
ー

株
式
会
社
」
が
実
施
予
定
と
の
こ

¶

ｊ

ｙ
．

　
　
　

ｆ
＞
＾旭川

　

（介護タクシー脱明会）

と
で
旭
川
地
方
腎
友
会
事
務
局
は
。

こ
の
事
業
に
対
し
関
心
を
持
ち
、

早
速
、
旭
タ
ク
シ
ー
の
西
野
吐
長

さ
ん
と
内
容
、
趣
旨
に
つ
い
て
の

会
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

旭
タ
ク
シ
ー
で
は
、
7
0
名
の
乗

務
員
の
う
ち
2
0
名
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
資
恪
を
取
り
、
ヘ
ル
パ
ー

事
業
所
と
し
て
の
認
可
が
下
り
て

い
ま
し
た
。
介
護
保
険
利
川
（
介

護
認
定
を
受
け
た
者
）
、
3
0
分
２
、

１
０
０
円
（
自
ｄ
負
担
Ｉ
割
の
２

１
０
円
）
の
料
金
で
「
身
体
介
護

の
中
に
お
い
て
タ
ク
シ
ー
で
の
侈

送
も
行
う
」
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

運
輸
省
の
見
解
は
問
題
な
い
と
の

で
し
た
。

　

そ
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
通
院
支
援
事
業
の
実
施
と
な
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
気
象
条
件
、

道
路
状
況
の
厳
し
い
冬
期
問
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
も
半
減
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
ま
た
、
「
万

が
。
の
事
故
の
時
は
？
」
が
、
。

番
の
心
配
と
な
っ
て
お
り
、
冬
こ

そ
利
川
し
た
い
と
の
希
望
に
応
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ブ
ロ
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
会
吐
が

介
護
保
険
の
中
で
移
送
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
私
た
ち
透
析
患
者
に
と
っ
て

は
願
っ
て
も
な
い
朗
報
で
し
た
。

事
務
局
は
、
こ
の
内
容
は
役
員
全

員
に
知
っ
て
も
ら
い
、
患
者
側
か

ら
の
行
政
へ
の
働
き
か
け
が
必
要

と
判
断
し
ま
し
た
。
即
、
役
員
会

たに

役提

員案

研し

修

　

｀
会２

にJj

旭４

タ

　

日

夕

　

に

シ

　

行

１

　

わ

のれ

社
長
さ
ん
に
出
席
を
願
い
趣
旨
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
は
、
「
介

護
タ
ク
シ
ー
」
に
つ
い
て
は
市
町

村
の
判
断
に
委
ね
て
き
ま
し
た
、

　

旭
川
地
方
腎
友
会
で
は
、
市
の

結
論
を
待
た
ず
し
て
、
旭
川
巾
長

宛
に
透
析
患
者
の
通
院
現
状
を
訴

え
介
護
タ
ク
シ
ー
を
認
め
る
よ
う

要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
、

　

旭
タ
ク
シ
ー
さ
ん
の
道
・
市
行

政
へ
の
熱
心
な
働
き
か
け
も
実
り
、

３
月
中
旬
、
行
政
は
矛
盾
し
た
規

制
を
だ
し
な
が
ら
も
運
行
を
認
め

て
き
ま
し
た
の
で
、
同
月
2
1
‐
よ

り
正
式
運
行
に
入
っ
て
お
り
ま
す
、

　

実
際
に
介
護
認
定
は
受
け
て
い

て
も
利
川
の
出
来
る
も
の
が
な
か
っ

た
透
析
患
者
は
、
介
護
を
含
め
た

タ
ク
シ
ー
利
用
が
で
き
る
こ
と
を

人
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
４
月
2
5

日
現
在
利
川
者
3
5
名
、
内
ご

患
者
1
5
″
１
‥
の
方
が
利
川
可
能
ど
な
っ

て
お
り
ま
す
。
。
目
も
］
い
く
令
遊

に
広
が
る
こ
と
を
望
み
ま
す
、

　

患
者
会
と
し
て
、
「
遊
へ
の
要
望
」

そ
し
て
、
遊
の
巾
町
村
に
対
し
て

の
指
導
を
、
お
願
い
す
る
運
勁
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
報
告

　

…
打
本
美
津
枝
）
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八
苫

小

牧
Ｗ

第
2
7
回
定
期
総
会
と
新
年
会

　

１
月
2
8
日
間
苫
小
牧
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
、
道
腎
協
の
鈴
木

会
長
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
会
員

参
加
5
3
名
、
委
任
状
参
加
１
０
３
名

で
総
会
は
成
立
し
、
菊
池
秀
明
さ
ん

　

（
王
子
）
を
議
長
に
選
出
し
、
今
年

は
重
度
心
身
障
害
者
図
の
所
得
制

限
導
入
を
や
め
て
下
さ
い
と
役
所

に
請
願
に
出
向
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
、
各
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
各
病
院
の
先
生

方
か
ら
の
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

道
腎
協
会
長
か
ら
も
心
暖
ま
る
お

祝
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
苫
小
牧
で

は
透
析
1
5
年
で
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
す
。
今
年
は
菊
地
秀
明
さ
ん
（
王

子
）
・
吉
田
高
徳
さ
ん
（
門
別
）
の

二
人
で
し
た
。
今
で
は
1
5
年
透
析
は

め
ず
ら
し
く
も
な
い
時
代
に
な
っ

て
来
ま
し
た
が
、
年
々
高
齢
者
も
増

え
て
通
院
介
護
の
問
題
も
い
ろ
い

ろ
と
出
て
来
て
い
ま
す
し
、
腎
友
会
々

活
勤
も
難
し
く
な
っ
て
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
総
会
の
後
は
会
議
場

か
ら
宴
会
場
に
移
り
、
山
口
会
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
相
談
役
の
村
田
さ

ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
り

ま
し
た
。
今
年
の
お
料
理
は
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
し
、
ビ
ー
ル
の
味
も

格
別
、
自
己
管
理
も
一
年
に
一
回
の

新
年
会
ぐ
ら
い
は
あ
ま
り
考
え
な

い
で
食
事
を
し
て
も
い
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
次
の
透
析
日

に
は
案
外
、
体
重
が
増
え
て
な
か
っ

た
り
も
す
る
の
で
す
。
楽
し
い
食
事

の
後
は
、
余
興
に
入
り
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
腎
友
く
じ
、
景
品
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
何
が
当
た
っ
た
か
楽
し
み
で

す
。
カ
ラ
オ
ケ
も
始
ま
り
い
つ
練
習

を
し
て
い
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
、
皆

さ
ん
の
の
ど
自
慢
は
す
ば
ら
し
い
、

北
島
三
郎
あ
り
、
美
空
ひ
ば
り
も
あ

り
、
ス
タ
ー
ば
か
り
で
し
た
。
２
時

間
ぐ
ら
い
で
新
年
会
も
終
わ
り
楽

し
い
時
間
で
し
た
。
来
年
も
元
気
で

新
年
会
を
迎
え
る
こ
と
を
約
束
し

て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
来
年
も
又
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
参

加
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
心
は
い
つ
も
と
も
に
」

　

爽
や
か
な
五
月
晴
れ
窓
を
通
り

過
ぎ
る
風
も
さ
わ
や
か
、
息
子
は

右
上
腕
内
シ
ャ
ン
ト
手
術
を
終
わ
っ

て
２
週
間
振
り
に
家
に
帰
っ
て
来

ま
し
た
。
ホ
ッ
ト
し
た
様
子
、
外

見
か
ら
は
、
ち
っ
と
も
分
か
り
ま

せ
ん
、
永
い
透
析
生
活
の
中
で
い

ろ
い
ろ
の
後
遺
症
が
出
て
来
ま
す
。

健
常
者
の
方
に
は
分
か
ら
な
い
部

分
が
多
く
あ
り
、
日
常
生
活
で
も

誤
解
を
受
け
る
事
が
多
く
あ
り
ま

す
。
何
よ
り
も
本
人
達
の
心
の
持

ち
方
と
家
族
の
方
々
の
思
い
や
り

が
必
要
な
毎
日
な
の
で
す
。

（
報
告

　

松
浦

　

範
子
）

留
萌
地
方
水
無
人
腎
友
会

　

会
員
の
家
族
よ
り

　

食
事
に
於
い
て
も
随
分
気
を
付

け
て
居
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
完

璧
な
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
何
よ

り
も
本
人
の
自
己
管
理
が
最
も
大

事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

各
種
、
会
の
行
事
に
於
い
て
も

心
と
体
と
裏
腹
に
思
う
様
に
出
来

な
い
の
が
実
態
で
す
。
私
も
何
回

か
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
そ
の
他
の
事

業
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が

患
者
の
皆
さ
ん
の
必
死
の
姿
に
幾

度
胸
を
う
た
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
度
に
思
う
こ
と
、
も
っ
と
も
っ

と
廻
り
の
方
々
の
暖
か
い
思
い
や
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り
が
ほ
し
い
と
身
を
持
っ
て
感
じ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
医
療
に

携
わ
る
先
生
と
看
護
婦
さ
ん
に
は

随
分
お
世
話
に
な
っ
て
ま
す
。
時

に
は
心
の
ヶ
ア
ま
で
に
及
ぶ
思
い

や
り
で
接
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、

透
析
を
終
わ
っ
て
帰
宅
し
た
時
の

様
子
で
分
か
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
私
自
身
が
分
か
ら
な
い

事
で
一
杯
。
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
多
く
試
行
錯
誤
の
毎

日
で
す
。

　

何
よ
り
も
移
植
に
頼
ら
な
い
で

や
っ
て
行
く
為
に
は
、
自
己
管
理

が
最
も
必
要
な
こ
と
を
心
し
て
毎

日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

家
族
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
把
握

し
て
な
い
部
分
が
多
く
あ
り
失
格

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
は
一
時

も
患
者
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
維
持
の
状
態

で
頑
張
れ
頑
張
れ
で
す
。

「
病
は
気
か
ｙ
り
…
／
゜
」

　

皆
様
、
毎
週
の
透
析
ご
く
ろ
う

様
で
す
。

　

私
は
、
今
年
３
月
で
1
8
年
目
に

な
り
、
大
変
な
病
気
と
や
っ
と
仲

良
く
な
り
、
自
分
の
体
、
心
の
病

に
勝
ち
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
色
々

道
南
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

　
　

相

　

馬

　

史

　

江

な
合
併
症
も
出
ま
す
が
、
生
か
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
喜
び
、
福

祉
制
度
の
恩
恵
を
受
け
て
、
自
分

は
こ
こ
ま
で
生
か
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
事
を
、
心
か
ら
有
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
初
め
は
５

年
の
命
と
言
わ
れ
、
泣
く
毎
日
で

し
た
。
今
2
0
0
1
年
を
迎
え
、

器
械
の
設
備
も
良
く
な
り
、
薬
の

方
も
体
に
良
い
方
へ
と
進
み
、
又

ド
ク
タ
ー
と
の
信
頼
も
増
え
、
頑

張
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

ま
わ
り
に
は
、
2
0
年
以
上
の
大

先
輩
が
透
析
だ
け
で
は
な
く
、
腎

友
会
、
臓
器
侈
植
な
ど
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
会
議
の
集
ま
り
、
ど
れ

だ
け
力
を
入
れ
、
こ
こ
ま
で
に
し

て
下
さ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
病
気

だ
け
の
戦
い
だ
け
で
生
き
ら
れ
ま

せ
ん
。
皆
ん
な
と
話
し
合
い
日
頃

の
生
活
の
体
験
な
ど
聞
き
、
泣
い

た
り
笑
っ
た
り
す
る
事
は
、
す
ご

く
大
事
な
事
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
病
気
を

し
て
、
心
が
弱
く
な
り
神
経
質
に

な
っ
て
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
と
の

少
し
の
会
話
、
難
し
く
て
よ
く
わ

か
ら
な
い
事
も
有
り
ま
す
が
、
全

部
理
解
し
な
く
て
も
、
少
し
で
も

自
分
が
納
得
し
た
事
が
有
る
と
安

心
し
て
、
又
頑
張
れ
る
事
も
山
ほ

ど
有
り
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
が
「
も

う
大
丈
夫
」
と
一
言
、
言
っ
て
下

さ
っ
た
事
で
ホ
ツ
と
し
、
夜
も
寝

ら
れ
る
事
も
有
り
ま
す
。
た
ま
に

は
、
病
気
に
負
け
る
事
も
、
も
ち

ろ
ん
有
り
ま
す
。

　

ロ
で
は
、
簡
単
に
言
え
ま
す
が
、

や
は
り
長
生
き
し
た
い
で
す
。
皆

様
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

病
気
を
し
て
も
、
良
い
事
は
絶

対
有
り
ま
す
。

　

透
析
の
皆
様

　

フ
ァ
イ
ト
ー
／
・

　

ま
わ
り
の
家
族
の
方
に
、
「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
、
言
っ
て
み
ま

せ
ん
か
Ｉ
ガ
‥
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５
月
1
9
‐
私
は
今
回
始
め
て

全
腎
協
全
国
人
会
に
参
加
致
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
１
　
歳
空
港

午
前
Ｈ
時
発
の
‐
本
航
空
５
０

６
便
で
羽
田
空
港
へ
と
飛
ん
だ
、

羽
田
で
函
館
か
ら
の
参
加
者
と

八
日
流
し
北
海
道
か
ら
の
参
加
行

は
2
6
名
で
あ
る
。
羽
田
か
ら
バ

ス
で
最
初
の
１
１
｀
学
地
束
京
お
台

場
球
体
展
望
台
（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）

で
は
、
風
速
3
0
m
も
あ
ろ
う
か

と
思
う
ほ
ど
の
風
に
迎
え
ら
れ
、

東
京
の
浜
風
の
強
さ
に
驚
か
さ

れ
た
。

　

夜
は
、
深
川
か
ら
始
め
て
乗

る
屋
形
船
で
の
夕
食
で
、
東
京

湾
で
取
れ
た
魚
の
天
ぷ
ら
、
す

ば
ら
し
い
夜
景
を
見
て
の
２
時

間
の
観
光
を
満
喫
し
た
。

　

２
日
日
は
、
全
腎
協
全
国
大

会
に
参
加
し
終
ｒ
後
、
浦
安
駅

前る

静
内
腎
友
会
会
長

　

橋

　

本

　

和

　

弘

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
透
析
を
受
け

　
　

津
小
湊
誕
生
寺
参
拝
、
誕
生
寺
は

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
蓮
聖
人
の
誕
生
の
地
、
‐
蓮
に

　

３
日
‐
、
今
‐
か
ら
は
、
房
総

ｔ
島
め
ぐ
り
で
あ
り
最
初
の
-
Ｔ
ｊ
Ｊ
学

は
、
成
田
山
の
新
勝
寺
、
新
勝
寺

は
頁
'
ｔ
：
宗
智
山
脈
人
本
山
で
不
動

明
玉
を
安
置
し
て
開
か
れ
た
関
東

．
．
．
代
不
勁
の
．
つ
で
、
空
海
が
刻

ん
だ
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
由

緒
あ
る
寺
で
あ
る
．
そ
し
て
九
ト

九
…
…
上
浜
へ
と
バ
ス
は
走
る
．

　

九
ト
九
肌
浜
は
北
は
刑
部
岬
か

ら
南
は
人
東
岬
ま
で
の
6
6
㎞
の
砂

浜
が
続
い
て
お
り
、
イ
ワ
シ
漁
が

さ
か
ん
な
と
こ
ろ
で
、
地
引
網
に

よ
る
イ
ワ
シ
漁
が
全
国
に
知
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
、
又
太
平
洋
の

た
め
波
が
荒
い
た
め
波
乗
り
を
す

る
昔
者
が
見
ら
れ
た
．
九
ト
九
田
七

浜
み
さ
き
町
で
林
一
食
、
九
十
九
里

浜
と
も
別
れ
外
房
海
岸
に
入
り
天

ま
つ
わ
る
数
々
の
伝
説
が
残
さ
れ

て
い
る
、
聖
入
が
法
華
経
を
広
め

る
た
め
に
受
け
ら
れ
た
法
難
は
４

つ
あ
り
、
１
つ
口
は
、
松
槃
が
谷

焼
打
、
二
つ
目
は
伊
豆
の
流
罪
。

３
つ
目
は
小
松
原
の
刃
難
、
４
つ

目
は
滝
の
ロ
の
難
と
佐
渡
流
罪
で

あ
り
、
小
難
は
数
知
れ
ず
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

　

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
イ
ル

カ
の
想
像
を
こ
え
る
高
い
知
能
と

運
動
能
力
、
そ
し
て
な
に
よ
り
無

邪
気
な
遊
び
心
に
感
心
さ
せ
ら
れ

た
、
安
房
小
湊
ホ
テ
ル
３
‐
口
で

最
後
の
晩
餐
を
楽
し
ん
だ
。

　

最
終
‐
は
、
野
鳥
岬
灯
台
、
白

浜
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
。
木
更
津
、

販
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
中
間
に

位
置
す
る
口
-
ｋ
'
な
島
、
海
は
た
る

で
林
一
食
を
と
り
羽
川
こ
羽
田

空
港
で
函
館
の
参
加
者
は
解
敵
、

１
歳
行
き
参
加
者
は
1
5
時
2
0
分

‐
本
航
空
５
１
７
便
で
帰
郷
し

た
。

　

こ
の
令
腎
協
令
国
人
会
に
参

加
し
て
、
透
析
歴
3
0
年
以
Ｌ
の

透
析
患
斉
１
４
２
″
Ｊ
‥
の
会
員
の

方
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
知
り
私
達
は
の
気
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

19



１

透
析
に
よ
る
副
作
用

　

副
作
用
の
現
れ
方
は
、
人
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
透

析
で
徐
々
に
体
を
馴
ら
し
て
い
く
こ
と

で
そ
の
症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
原
因
と
症
状
を
よ
く
理
解
し
て

副
作
用
の
予
防
に
努
め
ま
し
よ
う
。

’
田
均
衡
屁
吠

　

透
析
導
入
期
に
よ
く
み
ら
れ
る
副
作

用
で
す
。
透
析
を
行
う
と
、
血
液
の
老

廃
物
は
急
速
に
と
れ
て
き
れ
い
に
な
り
。

老
廃
物
が
と
れ
に
く
い
脳
と
の
間
に
濃

度
差
が
生
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、
濃
度
の

高
い
脳
は
周
囲
か
ら
水
分
を
吸
い
収
り
、

む
く
ん
だ
状
態
に
な
り
ま
す
。
不
均
衡

症
候
群
は
、
脳
が
む
く
み
、
脳
圧
が
高

く
な
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
な

ど
で
す
が
、
ひ
ど
い
場
合
は
、
意
識
障

害
や
痙
銀
が
起
こ
り
ま
す
。
不
均
衡
症

候
群
は
透
析
に
慣
れ
れ
ば
起
こ
ら
な
く

な
り
ま
す
が
、
ま
れ
に
症
状
が
継
続
す

●透析による体の変化

・透t斤を行うと血液と脳の問

　

に濃度差が生じ，渡度の商

　

い脳に水分が吸収される．

目目目目目目目目目目卜

:::::!

●●●●●

●●●●●･
゛EE

　

゛゜?!

血液

　　

透析液li嘔ふ

る
場
合
も
あ
り
、
透
析
困
難
症
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
予
防
に
は
、

水
分
、
塩
分
の
制
限
を
守
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

血
圧
降
’
画
１
１
－
１
１
Ｉ
．
Ｉ
．
１
１
１
４
．
ｆ
．

　

除
水
が
急
激
で
あ
っ
た
り
、
大
量
に

除
水
さ
れ
た
場
合
は
血
圧
が
低
下
し
ま

す
。
症
状
は
、
あ
く
び
、
吐
き
気
、
嘔

吐
、
頭
痛
、
動
悸
、
冷
汗
な
ど
で
す
が
。

ひ
ど
く
な
る
と
胸
痛
。
腹
痛
、
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
急
激
に
血
圧

が
下
が
る
こ
と
を
″
シ
ョ
ッ
ク
″
と
言

い
ま
す
が
、
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
起
き
た

場
合
に
は
何
ら
か
の
処
盾
が
必
嬰
で
す
。

予
防
に
は
、
体
重
を
増
や
し
す
ぎ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

穿
刺
部
血
管
蝸
ｉ
『
い
Ｉ
一

　

穿
刺
針
に
よ
る
血
管
壁
の
刺
激
、
血

管
の
狭
窄
、
血
管
内
異
物
の
刺
激
、
血
管

炎
、
血
管
の
収
縮
な
ど
で
血
管
痛
が
起

こ
り
ま
す
。
血
管
炎
以
外
は
温
湿
布
と

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
処
置
し
ま
す
が
。
部
位

に
よ
っ
て
血
管
痛
が
あ
れ
ば
、
穿
刺
部

位
を
変
え
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

不
整
脈
－

１

　

１
・１

１
１
・
。

１

　

１
‐
Ｌ
″
酬
’
‥
ｉ

　

心
室
肥
大
や
動
脈
硬
化
の
あ
る
人
で

は
、
透
析
中
に
不
整
脈
が
起
こ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
脈
が
乱
れ
、
胸

が
ド
キ
ド
キ
す
る
な
ど
で
す
。
ま
た
。

血
液
中
の
カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
商
す
ぎ
た

り
低
す
ぎ
た
り
す
る
と
不
整
脈
が
で
や

す
く
な
り
ま
す
。
予
防
に
は
、
血
圧
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
カ
ロ
リ
ー
制
限
（
高

脂
血
症
や
肥
満
の
予
防
）
、
カ
リ
ウ
ム
の

多
い
食
品
の
制
限
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
不
整
脈
を
起
こ
す
要
因

高
カ
リ
ウ
ム
血
症

低
カ
リ
ウ
ム
血
症

閉
環
血
液
量
の
変
化

虚
血
性
心
疾
患

心
室
肥
人

高
が
り
ウ
以
血
症
よ

　

商
カ
リ
ウ
ム
血
症
（
カ
リ
ウ
ム
中
毒
）

は
、
副
作
用
と
い
う
よ
り
恐
ろ
し
い
合

併
症
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
す
が
、
カ

リ
ウ
ム
の
含
有
が
商
い
食
物
を
過
剰
に

摂
取
す
る
と
発
生
し
ま
す
。
不
整
脈
か

ら
心
臓
が
停
ま
し
て
突
然
死
の
原
因
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
カ
リ
ウ
ム
の
含
有
が
高
い
食
物
を
た

く
さ
ん
良
べ
る
と
*
　
"
ｒ
-
整
脈
が
起
こ
る
．
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嶮喋
出
血
の

轡

　

血
液
凝
固
を
抑
え
る
薬
剤
で
あ
る
ヘ

パ
リ
ン
の
使
用
に
よ
り
出
血
（
痔
、
生

理
出
血
．
鼻
血
、
抜
糸
後
な
ど
）
し
や

す
く
な
る
こ

と
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

出
血
の
危
険

の
少
な
い
血

液
凝
固
阻
止

剤
も
あ
り
ま

す
。
生
理
や

抜
糸
後
で
出

血
が
気
に
な

る
場
合
に
は
、

先
生
に
申
し
出
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　

－

　
　
　
　

－
‐

　
　

－
－

ｙ
９
皿

透
析
中
に
急
に
体
を
動
か
す
と
足
の

筋
肉
な
ど
が
こ
わ
ば
っ
た
り
、
突
っ
張
っ

た
り
、
痛
み
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
よ

２

　

長
期
透
析
で
起
こ
り
得

　
　
　

る
症
状

　

長
期
に
透
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
間

に
は
、
あ
る
種
の
有
害
物
質
が
慢
性
的

に
影
響
し
、
合
併
症
と
し
て
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
合
併
症
を
予
防
す
る

た
め
の
基
本
は
、
十
分
な
透
析
と
自
己

竹
理
の
徹
底
で
す
。
ま
た
、
合
併
症
の

多
く
は
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
対
処

で
き
ま
す
。

＆
χ
１
　
’

　

造
血
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
リ
ス
ロ
ポ

エ
チ
ン
の
分
泌
低
下
に
加
え
、
尿
毒
素

や
栄
養
不
足
に
よ
っ
て
赤
血
球
が
減
少

し
て
貧
血
が
助
艮
さ
れ
ま
す
。
症
状
は
、

食
欲
不
振
、
疲
れ
や
す
い
、
動
悸
、
息

切
れ
、
め
ま
い
な
ど
で
す
。
貧
血
は
エ

リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
が
人
工
的
に
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
。
ほ
ぼ
改
善
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
予
防
の
た
め

に
は
、
十
分
な
透
析
、
十
分
な
栄
養
、

適
切
な
運
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●貧血が起こるしくみf
Ｍ
･
Ｍ
＼
ｉ
ｚ
。

　

透
析
年
数
が
長
く
な
る
と
、
透
析
導

入
期
に
高
血
圧
だ
っ
た
方
も
次
第
に
低

血
圧
に
移
行
し
、
透
析
や
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
方
も
増
え
て
き
ま
す
。

原
因
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
自
律
神
経
の
機
能
異
常
、
血
瞥
運

動
神
経
の
障
害
な
ど
が
疑
わ
れ
て
い
ま

す
。
症
状
と
し
て
は
、
起
立
時
の
め
ま

い
、
倦
怠
感
な
ど
で
す
が
、
無
症
状
の

キ
）
訓

・次の透析までの体重増加はたと

　

えば体重50kKの人では2.5㎏以内

　

の増加が理想

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
体
重
管
理
を
徹
底

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け

ま
し
よ
う
。

　

透
析
導
入
期
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人

に
高
血
圧
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
約

１
割
く
ら
い
の
人
は
な
か
な
か
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
に
く
い
重
症
な
高
血
圧
を
も
っ

て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
水
分
や
塩
分
の

と
り
す
ぎ
に
よ
っ
て
血
液
量
が
増
加
す

る
こ
と
が
原
囚
の
一
つ
で
す
。
水
分
や

-－21



塩
分
の
摂
取
量
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

透
析
間
の
体
重
増
加
は
、
体
重
の
５
パ
ー

セ
ン
ト
（
5
0
㎏
の
人
な
ら
２
・
５
㎏
）

以
内
に
抑
え
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

【
闘
困
韻

　

定
期
的
に
透
析
を
受
け
て
い
て
も
、

透
析
に
入
る
前
は
体
内
の
水
分
や
塩
分

が
過
剰
と
な
り
、
肺
水
腫
を
起
こ
し
や

す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
症
状
は
、

む
く
み
、
咳
・
た
ん
、
呼
吸
困
難
な
ど

で
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
血
の
混
ざ
っ
た

泡
を
口
か
ら
吹
き
出
し
、
処
置
が
遅
れ

る
と
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予

防
す
る
に
は
、
水
分
、
塩
分
、
体
重
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
で
す
。

　

心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
し
て
体

に
必
要
な
血
液
を
送
り
出
せ
な
い
状
態

を
心
不
全
と
い
い
ま
す
。
症
状
は
、
む

く
み
、
動
悸
、
息
切
れ
な
ど
で
す
。
前

述
し
た
肺
水
腫
も
急
性
の
心
不
全
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ふ
つ
う
心
不
全
と
い
う

と
き
は
、
心
室
肥
大
、
冠
動
脈
硬
化
、

心
筋
梗
塞
、
心
筋
症
な
ど
心
臓
そ
の
も

の
に
病
気
が
あ
る
場
合
で
す
。
ま
た
、

商
血
圧
や
強
い
貧
血
、
シ
ャ
ン
ト
の
血

流
が
多
す
ぎ
る
と
き
も
心
臓
に
負
担
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
予
防
に
は
、

水
分
・
塩
分
の
制
限
、
体
瓜
・
血
圧
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
で
す
。
運
動
制

限
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
強
心

剤
が
必
要
な
人
も
あ
り
ま
す
。

●
心
不
全
の
原
因

貧
血

高
血
圧

冠
動
脈
硬
化

不
整
脈

心
室
肥
大

甲
状
腺
機
能
低
下
症

糖
尿
病

心
筋
症

　

透
析
中
、
透
析
後
、
就
寝
時
な
ど
に

輝
み
が
増
強
さ
れ
ま
す
。
原
因
は
尿
毒

素
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
皮
膚
に
沈
粁
す
る

こ
と
、
汗
が
出
に
く
い
こ
と
。
薬
物
の

副
作
用
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
皮
膚
が
乾
燥
し
て
い
る
と
疹

み
が
強
く
な
る
の
で
、
ク
リ
ー
ム
を
塗

る
こ
と
も
有
効
で
す
が
、
か
ゆ
み
止
め

や
梢
神
安
定
剤
の
内
服
も
有
効
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
．

頷八
荒

L
助
脈
騨

　

動
脈
の
内
側
に
脂
肪
や
カ
ル
シ
ウ
ム

が
た
ま
る
と
、
血
管
が
狭
く
な
り
血
液

が
通
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態

¥，

・動脈の内側に脂肪

　

やカルシウムがた

　

まると、血瞥が狭

　

くなり血液が通り

　

にくくなる

を
動
脈
硬
化
と
い
い
ま
す
が
ご

行
っ
て
い
る
人
で
は
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
異
常
な
ど
が

ｍ
な
り
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
た
め
に
は
水
分
、
塩
分
の
制
限
を
、

高
脂
血
症
・
肥
満
予
防
の
た
め
に
は
カ

ロ
リ
ー
制
限
を
守
り
ま
し
よ
う
。
ま
た
。

適
切
な
運
動
、
禁
煙
、
ス
ト
レ
ス
の
解

消
な
ど
も
大
切
で
す
。

　

長
期
透
析
に
生
じ
る
も
っ
と
も
頻
度

の
高
い
症
状
は
、
骨
が
も
ろ
く
な
っ
た

り
、
骨
折
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
骨
・

関
節
痛
が
出
て
く
る
こ
と
で
す
。
腎
不

全
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
に
関
係
す
る

活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
不
足
す
る
の
で
、

骨
へ
の
彫
響
は
さ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
腎
不
全
に
伴
う
骨
疾
患
は
腎
性
骨

異
栄
養
症
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
活

性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
内
服
、
十
分
な
透

析
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
の

摂
取
、
適
度
な
運
勁
を
行
っ
て
、
治
療

と
予
防
に
努
め
ま
し
よ
う
。

　

ま
た
、
高
リ
ン
血
症
は
低
カ
ル
シ
ウ

ム
血
症
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
リ
ン
を
多
く
含
む
食

事
の
制
限
や
リ
ン
吸
着
剤
に
よ
る
高
リ
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ン
血
症
の
予
防
が
大
切
で
す
。

Ｊ
倒

●骨障害が起こるしくみ
【
頌
棚
マ
Ｊ
ミ
ロ
Ｖ
ド
ー
、
｀
ス

①

　

手
根
管
症
候
群

　
　

透
析
1
0
年
以
上
に
な
る
と
、
手
の

　

親
指
、
人
差
し
指
、
中
指
な
ど
が
し

　

び
れ
た
り
、
バ
ネ
指
と
い
っ
て
指
が

　

滑
ら
か
に
伸
び
な
く
な
る
方
が
み
ら

　

れ
ま
す
。
手
根
管
症
候
群
と
呼
ば
れ

　

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
、

　

蜘
－
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
か
ら
で
き

　

て
い
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
と
い
う
物
質
が

　

手
根
部
の
謎
や
骨
、
関
節
な
ど
に
沈

　

着
し
、
神
経
等
を
圧
迫
す
る
た
め
に

　

起
き
て
い
ま
す
。

　
　

痛
み
や
し
び
れ
は
手
術
に
よ
っ
て

　

改
善
し
ま
す
が
、
手
首
や
指
の
屈
伸

　

運
助
を
し
て
関
節
の
動
き
を
保
つ
よ

　

う
努
め
ま
し
よ
・
つ
。

②
骨
・
関
節
症

　
　

ア
ミ
ロ
イ
ド
が
骨
や
関
節
の
周
囲

　

に
沈
着
す
る
と
、
骨
痛
、
関
節
痛
。

　

関
節
の
腫
れ
な
ど
を
症
状
と
す
る
背
・

　

関
節
症
が
起
こ
り
ま
す
。
骨
・
関
節

　

症
に
は
手
首
、
肩
関
節
、
大
腿
骨
な

　

ど
の
関
節
の
背
に
嚢
胞
が
で
き
て
症

　

状
を
ひ
き
起
こ
す
背
嚢
胞
関
節
症
と
、

　

四
肢
の
関
節
だ
け
で
は
な
く
、
肩
や

　

背
中
の
痛
み
、
手
の
し
び
れ
な
ど
脊

　

椎
症
状
を
伴
う
破
壊
性
脊
椎
関
節
症

　

が
あ
り
ま
す
。

　
　

予
防
法
は
、
加
－
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ

　

リ
ン
を
体
内
に
た
め
な
い
こ
と
に
つ

　

き
ま
す
。
こ
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
は
、
心

　

臓
や
消
化
器
な
ど
全
身
に
沈
着
す
る

　

こ
と
も
わ
か
り
、
現
在
、
恥
－
ミ
ク

　

ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
除
去
す
る
透
析
療

　

法
の
研
究
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

●手根管症候群の主な症状

・握力が低下する

・にぎりこぷしが作れ

　

ない

バネ指が起こるぺ．..

・たたくと痛みが強くなる

・しびれ、知寛低下が起こ

　

る（斜線部）

・手首を曲げると痛み

　

が強くなる

・親指の付け根にくぽみが

　

できる（筋肉の萎縮）

　

透
析
を
し
て
い
る
人
は
。
一
般
に
感

染
に
対
す
る
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
ま

す
の
で
、
感
染
症
に
か
か
る
率
が
高
く

な
り
ま
す
。
感
染
症
と
し
て
は
、
穿
刺

部
１
か
ら
細
菌
が
侵
入
し
て
起
こ
る
シ
ャ

ン
ト
感
染
、
尿
量
が
少
な
い
た
め
に
細

菌
を
出
せ
ず
に
起
こ
る
尿
路
感
染
、
か

ぜ
を
こ
じ
ら
せ
て
起
こ
る
肺
炎
、
結
核

菌
の
感
染
、
輸
血
後
肝
炎
、
結
核
菌
の

感
染
、
輸
血
後
肝
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

感
染
予
防
に
は
、
か
ら
だ
や
衣
類
の
清

潔
、
シ
ャ
ン
ト
肢
の
消
毒
。
十
分
な
透

析
、
う
が
い
・
手
洗
い
の
励
行
、
十
分

な
栄
養
。
そ
し
て
体
力
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

●●･●●¶，

４●●゛

｀ヽ●。，

　

副
作
用
や
合
併
症
は
、
日
常
注
意
し

て
生
活
す
る
こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
．
も
し
こ
こ
に
示
し
た
よ
う

な
症
状
が
現
れ
た
場
合
に
は
、
早
め
に

先
生
に
相
談
し
ま
し
よ
う
．
早
期
に
対

処
す
る
こ
と
が
症
状
を
重
く
し
な
い
ポ

イ
ン
ト
で
す
．

　

参
考
文
献

【

　

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱

　
　
　

】

　
　
　
　

「
透
折
の
は
な
し
」
よ
り
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役
員
研
修
会

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
か
ら

日

　

時

場

　

所

議
室

平
成
１
９
一
年
1
0
月
2
9
日
聞

闘
北
海
道
難
病
連
３
Ｆ
会

参
加
者

　

4
5
名
（
Ａ
～
Ｄ
班
に
分
か

れ
て
フ
リ
ー
ト
ー
ク
し
ま
し
た
）

　

午
前
９
時
3
0
分
か
ら
1
0
分
間
ほ
ど

　

「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
図
」
に
つ
い
て
、
堀
井
前
副
会
長

よ
り
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
フ
リ
ー

ト
ー
ク
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

役
貝
の
方
々
は
ど
こ
で
も
同
じ
悩

み
を
か
か
え
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

会
員
拡
大
に
つ
い
て

①

　

会
Ｕ
に
つ
い
て

★
各
行
事
へ
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
な

　

い
★
行
事
に
参
加
す
る
の
に
移
動
時
間

　

が
か
か
る
た
め
参
加
者
が
少
な
い

★
国
会
請
願
署
名
活
動
に
対
し
て
あ

　

ま
り
協
力
的
で
な
く
、
署
名
用
紙

　

の
回
収
が
少
な
か
っ
た
為
、
回
収

　

状
況
を
表
に
し
て
再
び
必
要
性
を

　

訴
え
る
こ
と
に
よ
り
意
識
改
革
を

　

し
回
収
率
を
高
め
た

★
国
会
請
願
署
名
を
お
願
い
す
る
と
、

　

会
貝
を
辞
め
る
と
言
う
人
が
い
て
、

　

強
制
で
き
ず
自
分
の
名
前
だ
け
書

　

い
て
も
ら
っ
た
。
残
り
は
役
員
が

　

埋
め
た

②

　

会
員
拡
大
に
な
っ
た
例

★
交
流
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

　

会
員
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。

★
機
関
紙
「
全
腎
協
」
「
ど
う
じ
ん
」

　

等
の
中
か
ら
患
者
に
ア
ピ
ー
ル
出

　

来
る
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、

　

未
加
入
患
者
に
案
内
し
て
い
る
。

★
機
関
紙
Ｐ
Ｒ
版
を
全
患
者
に
配
布

　

す
る
と
、
会
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

　

な
い
患
者
さ
ん
が
入
会
し
て
く
る

　
　

（
会
の
存
在
を
知
ら
な
い
方
が
け
っ

　

こ
う
い
る
）

★
日
で
見
る
資
料
や
仲
間
か
ら
の
話

　

は
大
事
、
会
員
が
非
会
員
に
患
者

　

会
の
意
義
や
内
容
を
説
明
す
る
こ

　

と
で
会
員
拡
大
に
な
る

★
役
員
の
信
頼
度
が
大
事
だ
と
思
う

★
病
院
・
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が
得
ら

　

れ
る
か
ど
う
か
で
大
き
く
違
う

★
患
者
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
が
有
り
、

　

自
分
の
事
を
主
張
し
た
い
人
が
多

　

い
、
世
間
話
か
ら
持
っ
て
い
き
入

　

会
へ
持
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る

★
幹
事
さ
ん
に
会
を
理
解
し
て
も
ら
っ

　

て
か
ら
患
者
さ
ん
に
説
明
し
て
い

　

た
だ
い
て
い
る

★
旭
川
、
室
蘭
な
ど
は
通
院
送
迎
の

　

利
用
に
よ
り
会
員
に
な
っ
た
人
が

　

い
る

③
機
関
紙
に
つ
い
て

★
Ｐ
Ｒ
版
の
「
会
の
組
織
図
」
は
患

　

者
会
の
説
明
に
有
効
で
す

★
機
関
紙
の
字
を
大
き
く
し
て
ほ
し

　

い
（
小
さ
い
と
読
み
に
く
く
、
読

　

ま
な
く
な
る
）

④
会
員
に
な
ら
な
い
人

★
高
齢
者
に
多
い
（
導
入
が
高
齢
化

　

し
て
い
る
）

★
最
近
の
会
員
さ
ん
は
昔
の
苦
労
を

　

知
ら
な
い
為
、
入
会
し
て
も
す
ぐ

　

退
会
す
る

★
新
し
い
心
者
さ
ん
は
入
会
し
て
く

　

れ
る
が
透
析
暦
の
長
い
患
者
さ
ん

　

は
入
会
し
な
い

⑤

　

問

　

題

　

点

★
曜
日
・
透
析
時
間
が
違
う
と
会
え

　

な
い
為
、
話
が
で
き
な
い

★
病
院
の
医
者
か
ら
目
に
入
ら
な
い

　

よ
う
に
活
動
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

　

れ
る

　
　

（
患
者
会
は
親
睦
団
体
で
す
と
の

　

ア
ピ
ー
ル
が
必
要
）

⑥
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
メ
ー

　

ル
の
交
換
し
仲
間
作
り
を
す
る

★
市
内
地
図
に
会
員
宅
を
点
で
示
し
、

　

会
員
マ
ッ
プ
を
作
成
中

★
家
族
も
話
し
合
い
の
対
象
に
勧
誘

　

を
行
う

★
腎
友
会
の
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う

★
活
勁
の
持
続
性
を
持
た
せ
る
た
め

　

に
道
腎
協
の
役
員
と
し
て
送
る

★
災
害
時
の
危
機
管
理

★
患
者
会
の
分
か
ら
な
い
話
は
、
道

　

腎
協
か
ら
来
て
も
ら
っ
た
方
が
良

　

い

★
小
さ
な
施
設
を
集
め
て
、
強
力
な

　

患
者
会
を
作
っ
て
い
っ
た
ほ
う
が

　

良
い

★
会
員
を
い
か
に
増
や
す
か
は
、
ま

　

た
会
員
を
レ
ク
等
に
誘
っ
て
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

－24



「
透
析
の
時
の
マ
ナ
ー
・
：
雑
感
」

　

今
回
の
″
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
″

の
テ
ー
マ
の
話
を
し
て
い
た
時
、
「
透

析
の
時
の
こ
れ
だ
け
は
守
り
た
い
マ

ナ
ー
は
ど
う
η
‥
」
と
、
い
う
意
見
が

出
ま
し
た
。
「
う
Ｉ
ん
、
困
っ
た
が
‥
」

私
な
ん
て
、
透
析
の
時
、
化
粧
は
し

て
る
、
お
や
っ
は
食
べ
て
る
、
そ
の

上
、
お
し
ゃ
べ
り
で
、
口
で
失
脚
す

る
タ
イ
プ
・
…

　

さ
て
、
入
院
中
は
化
粧
な
ど
し
た

ら
、
「
何
の
為
に
入
院
し
て
る
の
β
‥
」

と
い
う
感
じ
で
、
ま
ず
し
な
い
事
で

し
ょ
う
。
通
院
を
は
じ
め
て
も
透
析

時
に
は
、
顔
色
が
見
ら
れ
な
い
か
ら

と
、
化
粧
を
し
な
い
よ
う
に
、
と
お
っ

し
ゃ
る
ド
ク
タ
ー
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
安
定
透
析
と
も
な
る
と
、
具
合

が
悪
か
っ
た
り
す
る
時
を
除
い
て
は
、

ち
ょ
っ
と
（
本
当
β
‥
）
は
し
て
ま
す
。

で
も
、
お
茶
の
カ
ッ
プ
に
口
紅
が
つ

い
た
り
す
る
と
、
「
あ
ち
ゃ
Ｉ
、
ま
ず

い
／
・
」
と
あ
せ
っ
た
り
。
二
十
数
年

も
前
、
通
院
透
析
を
始
め
た
時
、
あ

ま
り
の
顔
色
の
悪
さ
と
黒
さ
に
、
少

し
で
も
気
持
を
明
る
く
し
て
生
き
て

欲
し
い
、
と
母
親
が
化
粧
道
具
一
式

買
っ
て
き
た
も
の
で
し
た
。
女
性
の

身
と
し
て
は
、
や
っ
ぱ
り
医
療
を
受

け
て
い
る
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

よ
う
か
η
‥
と
い
う
所
で
す
。
し
か
し
、

体
調
の
悪
い
時
に
、
隣
り
の
ペ
ッ
ト

の
人
の
香
水
の
に
お
い
が
強
く
て
、

よ
け
い
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
い

う
、
笑
え
な
い
話
も
聞
い
た
事
が
あ

り
ま
す
。

　

透
析
に
行
っ
た
時
、
ま
ず
、
顔
を

合
わ
せ
た
ス
タ
ッ
フ
や
同
じ
患
者
さ

ん
に
、
「
こ
ん
に
ち
わ
。
」
と
挨
拶
、

そ
し
て
、
終
わ
っ
た
時
の
「
あ
り
が

と
う
。
」
も
、
そ
の
入
ら
し
い
の
が
一

番
気
持
が
通
じ
る
よ
う
で
す
。
普
々
、

私
な
ど
、
あ
ま
り
丁
寧
す
ぎ
て
、
白

分
で
も
「
何
か
変
μ
‥
」
と
思
っ
た
り

し
た
も
の
で
す
。

　

透
析
の
時
の
近
く
の
ペ
ッ
ト
の
人

や
、
時
間
帯
が
同
じ
人
と
の
会
話
は
。

話
が
は
ず
ん
で
大
笑
い
し
た
り
、
な

る
ほ
ど
と
教
え
ら
れ
た
り
。
具
合
の

悪
い
時
は
、
お
互
い
そ
っ
と
し
て
お

い
た
り
。
で
も
落
ち
込
ん
で
い
る
時

に
ひ
と
声
か
け
ら
れ
る
と
、
気
持
ち

の
切
替
が
で
き
た
り
。
し
か
し
、
思

い
出
す
の
は
、
二
十
年
以
上
前
の
事
。

私
の
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
ば
が
原
因

で
。
隣
り
の
ペ
ッ
ト
の
方
と
険
悪
に

な
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
と
、

お
互
い
を
思
い
や
る
会
話
が
で
き
た

の
は
、
そ
の
方
の
亡
く
な
る
ち
ょ
っ

と
前
、
体
重
計
の
前
で
の
事
で
し
た
。

今
で
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

　

先
日
、
透
析
曜
日
を
変
更
し
、
久

し
ぶ
り
の
方
と
隣
り
の
ペ
ッ
ト
に
な
っ

た
時
。
い
つ
も
透
析
の
時
に
お
や
つ

を
食
べ
て
い
る
私
は
、
「
チ
ョ
コ
食
べ

な
い
？
」
と
そ
の
方
に
差
し
出
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
「
い
ら
な
い
。

治
療
に
来
て
る
ん
だ
か
ら
、
け
じ
め

が
大
切
。
」
と
の
答
え
。
ち
ょ
う
ど
、

こ
の
原
稿
を
沓
い
て
い
た
私
は
、
「
な

る
ほ
ど
、
そ
う
だ
よ
ね
。
私
た
ち
は
、

こ
こ
に
透
析
を
受
け
に
来
て
い
る
患

者
な
ん
だ
。
」
と
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

お
や
つ
に
関
し
て
は
、
透
析
中
食
事

が
で
き
ず
、
低
血
糖
を
お
こ
さ
な
い

為
に
少
し
甘
い
物
を
食
べ
て
い
る
な

ど
、
事
悄
の
あ
る
方
も
い
ま
す
が
、

私
な
ど
。
ち
ょ
っ
と
食
べ
過
ぎ
か
し

ら
か
‥
と
反
省
。
ま
あ
、
少
し
は
許
し

ま
し
ょ
う
、
自
分
に
。

　

透
析
中
の
マ
ナ
ー
全
体
と
し
て
は
、

医
療
を
受
け
て
い
る
一
患
者
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
ず
、
そ
の
上
で
自
分
ら

し
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
同
じ
時

間
に
透
析
す
る
患
者
同
志
、
節
度
を

持
っ
て
過
し
た
い
も
の
。
少
し
、
優

等
生
に
な
っ
ち
や
っ
た
か
な
β
‥

　

で
も
考
え
て
み
れ
ば
、
日
本
人
で

あ
る
こ
と
な
ど
抜
き
に
し
て
、
6
0
億

分
の
１
の
確
率
で
出
会
っ
た
ス
タ
ッ

フ
や
隣
り
の
ペ
ッ
ト
の
人
。
め
っ
た

に
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
こ
の
出
会

い
を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
た
事
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
福

　

原
）
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主な事務局活動報告

４月２日

　

臨時運営会議案内発送

４月３日

　

ブロック会議資料作成・決算書作成

　　　　　

道新より名義講演依頼で来局

４月､1日

　

難病連提出書作成(決算１、予算書．継続１)

　　　　　

全腎協全国大会に向けて旅行会社との打合せ

　　　　　　

(来局)

４月５ロ

　

全腎協へ財政状況報告

　　　　　

国会蹴員佐々木秀典氏より国会籾願が衆議院

　　　　　

で受理されたとの報告を受ける

４月７日

　

会叶監査のため青柳氏．棚田氏来局

　　　　　

事務局打合せ会議

４月９日

　

全腎協大会宿泊・交流会集計

　　　　　

三和化学研究所工藤氏来局

４月10n

　

難病連へ提出魯類発送

　　　　　

事務局艮道庁保健予防課、保健薬務課(臓器

　　　　　

移植カードの件)、市立病院(総会講演依帽)．

　　　　　

奪について議貝会館訪閻．

４月11日

　

道庁道議会事務局保健福祉委員本間氏より電

　　　　　

話、所得制限請願について継続審議になって

　　　　　

いるとの事

　　　　　

皿度心身障害嗇医療費助成における各自治体

　　　　　

の対応調査楸告書の出ていない地方腎友会に

　　　　　

確認の竃話

４月12ロ

　

ホテルユニオンよりブロック会議室の打合せ

　　　　　

全腎協全国大会に向けて旅行会杜との打合せ

･1月14日

　

旭川佐ji剛会畏来局会議

４月15日

　

会畏

　

小樽腎友会総会出席

　　　　　

事務局艮

　

江別腎友会総会出席

４月17日

　

全腎協大会の為、透t斤施設へ打ち合わせ連絡

､1月19日

　

日通旅行２名来局(ツアーを企岡したいとの事)

　　　　　

新十津川杜会福祉協議会より入会の手続きに

　　　　　

ついて

　　　　　

事務局長難病連事業賢金委員会出席

４月21・22日　第50回北海道ブロック会蹴聞催

４月24日

　

萬有製爽、三和化学研究所来局

４月26日

　

全腎協全国大会臨時透析施段へ透析依頼書発送

・1月27日

　

総会ポスター発送

４月29日

　

会艮

　

旭川腎友会総会出席

５月９日

　

ブロック会議報告書郵送

　　　　　

総会案内郵送

５月11日

　

総会議案書発送

５月12日

　

腎臓病セミナーｌｎ北海道に会畏．事務局員

　　　　　

参加

５月19日

　

全腎協全国大会ツアー21名出発見送りに千歳

　　　　　

空港

５月21日

　

江別在宅支援センターより透析患者について

　　　　　

相談瞰話

５月22日

　

バクスターへ加温器、スタンドの借用依頼

５月23n

　

事務局長総会案内状道庁、議会事柄局へ持参

５月2･1日

　

道庁薬務課総会についての電話

５月25日

　

臓器移櫨法の改正を求める国会請願用紙亮送

５月31日

　

事務局長難病連事業賢金委員会出席

６月５日

　

総会打合せ

６月６日

　

総会前日資科作成

　　　　　

総会参加者人数破認

６月７日

　

“今月の悄報”作成

　　　　　

※その他、患者さんなどからの様々な電話相

　　　　　　

啖や問合せに対応

す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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各
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0
枚
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（
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庭
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子
様
（
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幌
）

大
切
に
活
動
に
役
立
た
せ
て
戴
き
ま

表
紙
の
写
真

　

「
キ
ン
グ
サ
リ
」
卜
金
鎖

　
　
　
　
　
　

別
名
キ
ン
レ
ン
カ

　

マ
メ
科
特
有
の
形
の
花
を
初
夏

に
咲
か
せ
る
．

　
　
　

（
村
本
）

-

・

Ｊ

　

道
腎
協
の
幹
事
で
碓
内
地
方
腎
友
会

前
会
長
の
足
立
消
栄
さ
ん
が
６
月
７
日

に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
ご
生
前
の
ご
活

躍
を
偲
び
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

（
旧
聞
）

本年10月に道が予定している所得制限額

　

(市町村によっては本年見送る所もある)

●太枠部分が制限額です

　　

所得額は総収入から必要経費を引い

　

た額です。

　　　　　　　　　　　　　　

(単位：円)

扶　貴

親族等

の　数

主たる収入者の金額

収入額 所得額

平

成

11

年

○

１

２

３

４

５

8,319,000

8.596.000

8,832,000

9,069.000

9,306,000

9.542.000

6,287.000

6.536.000

6,749,000

6,962,000

7.175.000

7.388.000

－26－



透析により欠乏しやすい栄養成分の補給に
-

L－カルニチン、水溶性ビタミン、ミネラルー

透析中の皆様のために開発された

Ｃａｒかro

カルフエロ匝璽鮑腿週

　

《こんなことが気になる方に》

●透析中、透析後のケイレンや倦怠感

●透析中。透析後の低血圧

●血中の中性脂肪やコレステロール値

●心臓の機能が低下している

●貧血気味である

カルフエロは、透析療法を受けておられる皆様

のＱＯＬ向上を目的に、透析専門医の協力を得

て開発された栄養ドリンク剤です。

透析により流出し、欠乏しやすいL－カルニチ

ンと水溶性ビタミン(ビタミンBI、ニコチン

酸アミド、ビタミンB6、葉酸)、鉄などのミネ

ラルを効果的にバランスよく配合しました。

　

■

　

Ｌ－カノレーチンま頁耳丈による交ll果

転回
!．ぷit-≪:*.v;'^ふ･－

ゝ
6面１芦

　　

鰐1皿|賊j/?71;

　　　　　　　　　　　

１瓶200円(税別)

製造元滋賀県製薬㈱内容量50ml／瓶

免売元

　

ベーダ食品㈱

表示単位１瓶(50iii)中(エネルＦ･20.5kcal)

たAjjく質 0.7g I.ｶJにチン 50iDg
指質 0.0g ビタミンB1 lOmg

糖質 6.7g ビタミンB6 50mg
ナトリウム 20.9ing ニコチン気yミド BOmg

カルシウム 0.5mR 葉酸 Img

カリウム 2.5mr 鉄 4.5mg

リン 2.fims クエン酸 250iiig

L－カルニチンは、アミノ酸の一種で体内で脂肪を燃焼させるために必要不可欠な物質

です。このＬ－カルニチンの血中濃度は、透析前に比べ透析終了直後には20％程度に

まで低下します。Ｌ－カルニチンを摂ると、透析終了直後のひどい億皇盛や工堕毘豊里

登生にむらがえり）や異常なま血圧発

　

が

　

えられることが報告されています。ま

た、血

　

の

　　

脂質やコレステロールを氏

　

させることや貧血の改善に役立つこと、

さらに心臓の心収縮力を維持、強化する働きがあることからヽ整脈や心不全などの発

生奎堕≦:作用についても報告されています。このように透析を受けておられる皆様の

ＱＯＬを改善するうえで、カルニチンを補給することの必要性がお分かりと思いま

す。※本品のＬ－カルニチンは、天然含有品を使用しております。

■

　

商品のご購入・お問合せ

　

ベーダ食品株式会社ﾌﾘｰﾀﾞ'ｲﾔﾙ０１２０－８３１－１２３(受付平日9:oo～18:oo)

　

1箱50本入り販売価格11.100 ｓ(税･送料込)内訳商品ft10.000ｓ
送料580ｓ 消ｌ税520・

　

1箱10本入り販売価格2.490 ｓ(税･送料込)初めてご利用される方のために用意しました。

　

〈商品の発送〉ベーダ食品より日通ペリカン便にてお届けいたします。
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スーパー温浴風セット

１週間無料体験モニター募集中
モニターのお申込は、北海道腎臓病患者連絡協議会、または、

オンキヨーリブ㈱お客様相談室T E L0120-31-8065まで

既に全国の会員の皆様に四年間、愛用されつづけている『湯カラッと』は、

特許の様々な仕組みにより、40°Ｃ～50°Ｃの低温で血流量を増やし、無理な＜発汗させます、
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「湯カラッと」は、僅かな温り気を含む温風により、

サウナのような熱の負担もな＜、身体を芯から温め、

●お部りてテレビを腿ながら間判こ即ljてきます｡

●紙包

　

後片付けかラヶラクノ

　

眉:･帖分のスペースでOK

●好きなところで好きな時間に人浴、
●熱さや息､'17しさのないリう。･ノ″7フ、人浴、

●然くなくSIIUこiaト

●川日130分･ﾉ)人浴は

　

わずか５、９円の電気代で

　

使川でき経済的、

●匯の芯まで温まり、家成みんなの

　

yj容と健康に効!41的。

●屹燥機能が付いて衛生的。

お風呂のような水圧もな＜、

無理なく発汗させます。

卜Ｊ，ﾉ

　　

～･＿
;む価218,000円－11711711 174,400円（税扱き）

月々4,100円より分刮払いOK (3～３６回）

北海道腎臓病患者連絡協議会

〒001-0017札幌市北区北17条西２丁目21-617

　　　　　

サザンアベニユー北大101

　　　　　

TEL・FAX(011)747-0217

｀
’
乙

　
　

ｔ

　　

世界７ヶ国特許商品

通度省認可商品第81 22557号

オンキヨーリブ㈱お客様相談室

　　　　

ＴＥＬ０１２０－31－8065まで

　　

オンキヨーリフ株式会社

　

西日本営業部

　　

〒572-0028

　　

大阪府寝圧川市日新町１番13号

　　

TEL (072) 831-8090　　FAX (072) 831 3263

　　　

ht tｐ://onkyoliv.onkyo.co.jp
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